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荒 川に新たな
ド ラマ が始ま っ た

「手づくりイカダレース」行われる
1
0月
1
6日

。さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、荒
川
で

朷
の
手
づ
く
り
イ
カ
ダ
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
た

。

レ
1
ス
を
企
画
し
た
の
は
、
足
立
区
青
年
団

体
連
絡
協
議
会

。
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
団
体

の
若
者
た
ち
の
集
ま
り
で
「
足
立
ら
し
さ
を
と

り
入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
を
や
っ
て
み
よ

う
」と
提
案
し
た
の
が
き
っ
か
け
。区
で
も
「
水

と
緑
の
ま
ち
づ
く
2

を
進
め
て
い
る
折
、
荒

川
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
る
イ
ベ
ン
ト
に
共
鳴

し
。
教
育
委
員
会
と
の
共
催
と
な
っ
た

。

参
加
し
た
1
8艇
の
イ
カ
ダ
は

、
ど
れ
も
手
作

り
の
自
慢
の
作
品
。
午
後
2
時

、
西
新
井
檎
を

ス
タ
ー
ト
し
た
各
紕
は
、
千
住
新
檻
を
目
指
し

て
一
直
線
…
…
と
は
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か

ず
、
方
向
転
換
す
る
も
の
や
前
に
進
ま
な
い
も

の
な
ど
悪
戦
苦
闘
。

橋
上
に
し
ば
し
た
た
ず
み
見
物
す
る
人
び

と
、
岸
辺
で
応
援
す
る
人
び
と

、
だ
れ
も
が
ユ

ニ
ー
ク
で
爽
快
な
レ
1
ス
に
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
。

実
行
委
貝
会
で
は
、『
来
年
か
ら
は
、さ
ら
に

規
模
を
大
き
く
し
、
将
来
は
、
足
立
区
の
名
物

行
事
に
し
た
い

』
と
熱
っ
ぽ
く
語
る

。

か
つ
て
、
荒
川
は
、
ボ
ー
ト
や
ヨ
ッ
ト
遊
び

の
メ
ッ
カ
と
し
て
憩
い
の
場
で
あ
り
、
当
時
を

知
る
人
ぴ
と
の
古
き
良
き
思
い
出
の
場
で
あ
る

と
も
い
う
。

い
ま
、
再
び
若
者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
多
く

の
人
の
心
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

、
育
ま

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

荒
川
へ
の
新
た
な
思
い
出
づ
く
り
の
I
ペ
ー

ジ
が
始
ま
っ
た
。

河

川

敷に集
合
し

た
精

鋭たち

優勝した新田さんチーム

舎
人
新
線
実
現
に
向
け
て

基
礎
調
査
報
告
書
ま
と
ま
る

足
立
区
で
は

、
東
京
都
、
荒
川
区
と

と
も
に
、
舎
人
新
繚
の
導
入
の
た
め
の

基
礎
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

昭
和
6
2年
度
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た

。

6
2年
度
は
、主
に
需
要
推
計
、経
営
主

体
、導
入
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
調
査
、

倹
討
を
行
い
ま
し
た

。そ
の
中
で
は
、全

線
で
1
日
当
た
り
約
1
2万
人
の
需
要
が

見
込
ま
れ

、
経
営
収
支
的
に
も
良
好
で

あ
る
と
の
結
論
が
尋
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た

、経
営
主
体
に
つ
い
て
は
、第
3

セ
ク
タ
ー
方
式
、
公
営
企
業
方
式
の
い

ず
れ
も
適
応
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
導

入
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル

、
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
シ
ス
テ
ム
、

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
な
ど
が
検
討
さ

れ
ま
し
た
。

6
2年
度
調
査
は
、
3
ヵ
年
に
わ
た
る

基
礎
調
査
の
最
終
に
あ
た
る
も
の
で

す
。
今
後
は
、
こ
の
調
査
の
中
で
課
鼇

と
し
て
示
さ
れ
た
、
導
入
空
間
、
遍
路

交
通
へ
の
影
一
な
ど
詳
細
な
調
査
を
行

う
と
と
も
に
、
都
知
事
の
諮
問
礎
関
と

し
て
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
計
画

委
員
会

」
に
お
い
て
、
路
線
の
設
定
な

ど
、
実
現
化
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

引
き
硬
き
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
顆
い
い
た
し
ま
す
。

A
交
通
機
関
対
策
窒
v

完
成
予
想
図

利用したい… 30%有料ヘルパー制度
= 在 宅 福祉サ ービス意識 調査=

区
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
新
し
い
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制
度
づ
く
り
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
、『
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
憲
峨
調
査
』
を
行
い
ま
し
气

こ
の
調
重
の
結
果
、
利
用
す
る
側
と
協
力
す
る
側
の
間
に
若
干
の
ギ
ャ
K
フ

の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

□
寝
た
き
り
の
方
は
3
0
%
が
利

用
し
た
い

今
回
調
査
の
重
点
項
目
で
あ

る
有
料
協
力
臟
(
ヘ
ル
パ
恚

制
度
に
つ
い
て

、
穫
た
き
り
の

方
で
は
3
0
%
の
人
が
「
す
ぐ
に
」

「
場
合
に
よ
っ
て
は
利
用
し
た

い
」
と
答
え
て
い
ま
す
が
、
一

方
、一
有
料
で
は
無
理
」
も
2
6
%

に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

□
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
は
食
事

の
世
話

利
用
す
る
側
の
希
望
す
る
サ

ー
ビ
ス
内
容
は
「
食
事
の
世
話
」

が
ト
ッ
プ
で
、
「
室
内
の
清
掃
」

「
洗
濯
」
と
続
き
ま
す
。
こ
れ
が

寝
た
き
り
の
方
で
は
「
食
!
の

次
に
[
入
浴
」
用
便
の
世
話
」

が
続
き
、
日
常
生
活
の
介
護
の

手
助
け
を
求
め
て
い
ま
す

。

こ
れ
に
対
し
て

、
協
力
す
る

側
は
「
買
物

」「
掃
除

」
{洗
躍
}

な
ど
、
軽
労
働
作
業
の
提
供
を

希
望
し
て
い
ま
す

。

□
利
用
希
望
は
、
4
0
0
円
～

5
0
0
円
で
週
2
回
以
上
　

1
時
間
当
た
り
の
料
金
に
つ

い
て
は
、
利
用
す
る
側
は
「
椢

円
～
5
0
0
円
」
が
中
心
で
あ
り
、

協
力
す
る
側
で
は
一
・
涸
円
～
6
0
0

円

」
を
希
望
し
て
い
ま
す

。

利
用
し
た
い
回
数
で
は
、
利

用
す
る
側
は
「
週
2
回
以
上
」
を

希
望
し
、
特
に
、
寝
た
き
り
の
方

で
は
「
毎
日
」
を
希
望
す
る
人
が

2
6
%
あ
り
、
{
週
3
回
}
も
2
0
%

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
S
力
す
る
側
で
は
、
[
週
2
回

以
下
」
を
望
ん
で
い
ま
す
。

-

こ
の
調
査
の
く
わ
し
い
報

售
は
、
本
咢
2
・
3
面
を
ご
覧

く
だ
さ
い

。

葦立ちい
さ
さ
か
旧
聞
に
萬
し
ま
す

が
、
N
H
K
か
ら
特
別
区
制
度

改
章
に
つ
い
て
取
材
を
受
け
ま

し
た
。
出
動
時
の
ニ
ュ
ー
ス
番

組
[
N
H
K
モ
ー
ニ
ン
グ
ワ
イ

ド
」
の
首
都
圏
嘴
報
に
、
と
い

う
こ
と
で
し
た

。

1
0月
2
6日
に
放
映
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
も

多
い
と
思
い
ま
す

。

内
容
は

、
特
別
区
を
市
に
昇

格
さ
せ
る
こ
と
を
都
区
間
で
合

意
し
て
以
来
、
住
民
に
対
す
る
P
R

や
運
励
が
吁
わ
れ
て
き
た

か
、
必
ず
し
も
盛
り
上
が
っ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
。し
か
し

、

そ
ん
な
中
で
市
を
目
指
し
頑
彊

っ
て
い
る
西
の
世
田
谷
区
と
柬

の
足
立
区
。
こ
の
二
つ
の
区
を

見
な
が
ら
、
制
度
改
革
と
は
一

体
向
な
の
か
を
考
え
よ
う
、
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

本
来
、
区
が
行
う
べ
き
仕
事

を
都
が
行
う
な
ど
、
都
と
区
の

関
係
は
極
め
て
変
則
で
す
。
一

方
で

、
住
民
か
ら
見
れ
ば
、
身

近
な
行
政
は
身
近
な
自
治
体
で

と
い
う
要
求
も
当
然
で
す
。

N
H
K
が
、
当
区
を
選
ん
だ

の
は
[
足
立
区
は
他
に
先
が
け

て
行
革
で
ゼ
イ
肉
を
落
と
し
、

か
つ
都
市
基
盤
の
整
儁
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
い
ざ
、

制
度
改
革
が
実
現
し
た
時
は
、

押
し
も
押
さ
れ
ぬ
ぷ
y
の
実

力
を
つ
け
て
い
る
は
ず
…
一
と

い
う
の
が
理
由
で
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
私
は
「
要

は
、
ど
れ
だ
け
ヤ
ル
気
を
示
す

か
が
鱒
だ
一
と
述
べ
ま
し
た
。

時
あ
た
か
も
、
こ
の
問
題
を

討
議
す
る
2
2次
地
方
制
度
調
査

会
が
発
足
。
私
達
の
願
い
、
ヤ

ル
気
を
、
各
委
員
諸
氏
に
訴
え

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

区
長
　
古性直



1988 年( 昭 和63 年) 11 月20 日あ だ ち 広 報第805 号 ( 2)1988 年( 昭和63年) 11 月20 日 あ だ ち 広 報 第805 号( 3)

生涯学習の推進基地

梅島駅 周 辺

モモコのまちかど通信
Mor ei nt er es t i ngMor eusef ul KOHOADACHI
こ とt のし《' 心 と や くだっ ー だ ち 広 倬

人生8ひ年莠代を迎え、生きがいや心
の圃い力1求められています。これから
の時代は生涯学習の時代。区では生酣
学肖の活動拠白となる文{匕施観の燧殷
を進めてきました。
その中でも、ここ晦島累は、中央図
麕館、艾化会眼の玄関口。今年1 月に
は旧第二庁舎廊地lこエル・ソフ47 も
オーブンし、駅を中心としてまちは些
睡学昌の抛点と怱えそうです。

梅
島
の
シ
ン
ボ
ル

エ

ル
・
ソ

フ

ィ
ア

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
は

、
婦
人
総

色
セ
ン
タ
ー
、
梅
田
セ
ン
タ
ー
、

消
費
者
セ
ン
タ
ー
。
侮
田
区
民
事

秘
所
全
体
の
殖
物
の
電
称
。
今
年
1

月
に
オ
ー
ブ
ン
し
ま
し
た
。

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
は

、女
性
(
L
A
D
Y
)

、
学
習
(
L
E
S
S
O

N
)
、
人
生
(
L
I
F
E
)

な
ど
の
L

と

「W

」
の
ソ
フ
ィ
ア
と
を
白

わ
せ
た
も
の
で

、
一
般
公
募
に
よ

り
g
付
け
ら
れ
ま
し
た

。

そ
の
お
し
ゃ
れ
な
嫌
収
は

、
ま

ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い

ま

す
。

学
習
と
交
流
の
拠
点

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

女
性
の
活
動
拠
点
、
婦
人
総
台

セ
ン
タ
ー
は

、
婦
人
の
地
位
向
上

を
目
指
す
区
の

婦
人
行
政
機
能
、

婦
人
数
肓
機
能

。
情
報
資
科
セ
ン

タ
ー
機
能
夸
台
わ
せ
持
つ
総
合
セ

ン
タ
ー
で

す
。

恵
識
啓
発
や
能
力
閲
発
に
取
り

組
む
ぱ
か
り
で
な
く
、
婦
人
の
意

兒
を
区
の

施
策
に
反
映
さ
せ
る
、

穡
唖
的
な
活
匐
を
行
つ
て
い
拿
す
。

各
閣
講
座
-
講
演
会
の
閲
催
、
女

性
人
材
銀
行
の
設
立
、
女
畦
会
巖

の
設
置
な
ど
、
女
畦
の
能
力
を
最

大
限
に
引
き
出
す
と
と
も
に
活
用

も
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
男
畦
の
恵
識
改
革
と
生

活
的
自
立
は
、
女
性
に
と
っ
て
も

暄
要
な
課
嶇
。
婦
人
総
合
セ
ン
タ

ー
は
男
性
の
穆
加
も
大
歙
迎
で
す
。

旗
演
会
や
科
理
教
室
、
介
護
教

蚕
に
も
男
性
か
参
加
し
て
お
り
、

そ
の
飮
は

譽
実
に
増
え
て
い

ま

す
。ひ

と
り
で

悩
ま
な
い
で

女
性
の
た
め
の

相

談
室

冢
啀
の
こ
と
、
職
場
や
地
域
の

人
間
関
係
の
こ
と
、
そ
し
て
あ
な

た
自
身
の
こ
と
"
-
。

睇
人
総
台
セ
ン
タ
ー
相
詼
苓
で

は
、
女
性
の
持
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
に
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
;

が
相
談
に
に
じ
て
い
ま
す
。
悩
み

は
小
さ
い
う
ち
に
解
消
し
ま
し
ょ

う
。個

人
の
秘
密
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
、
完
全
に
守
ら
れ
ま
す
。

日
眄

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
、

午
前
1
0
時
I
午
腰
1
時

申
込
方
法

一

話
予
約

堤
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

瞞
人
総

台
セ
ン
タ
ー

　
倒
5
2
2
3

消
費
者
グ
ル
ー
プ
が
活
動
中

消
費
者
セ
ン
タ
ー

枳
憫
壗
セ
ン
タ
ー
を
熨
g
に

消
費
者
グ
ル
ー
プ
か
一

ら
し
の
身

卮
な
問
題
に
取
り
組
み
、
謌
蓖
研

究
を
し
て
い
ま
す
。

『
今
年
の
テ
ー
マ
は
自
戒
洗
剤

の
残
呵

茶
わ
ん
、
衣
類
な
ど
を

持
ち
寄
っ
て
跼
べ
て
い
ま
す
が
、

恵
外
と
し
つ
こ
く
残
っ
て
い
る
も

の
で
す
よ
を

、東
京
生
協
グ
ル
ー

プ
「
岶
」の
禺
沢
東
子
さ
ん
。

「
子
ど
も
室
か
あ
る
の
で

安
心

し
て
鵬
動
が
で
き
、
会
議
窒
を
借

り
な
く
て
も
隔
単
な
打
ち
合
わ
せ

な
ら
ロ
ビ
ー
の
利
用
で
十
分
で
T

。

各
挿
講
演
会
や

資
料
は
も
ち
ろ

ん
、
テ
ス
ト
寮
の
使
用
や
講
師
の

出
張
凧
遺
制
度
も
熊
紅
な
の
で
、

大
い
に
利
明
し
て
活
助
に
役
立
て

て
い
ま
す
。
消
賢
者
問
』
に
関
心

か
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
セ
ン
タ
ー

を
利
用
さ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
」

セ
ン
タ
ー
で
は
助
改
削
哽
を
般

け
て
、
研
究
グ
ル

ー
プ
を
心
援
し

て
い
ま
す
。
6
4年
度
の
募
集
は
采

年
2
月
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

豊
富
な
商
品
や
あ
ふ
れ
る
情
報

の
中
で
、
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル

も
急
増
。
し
か
し
、
今
年
の
足
立

区
世
脾
調
査
で
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に

あ
っ
た
人
の
7
0
%か
「
ど
こ
に
も

相
談
し
な
か
っ
た
ぺ
と
答
え
て
い

ま
す
。

「
自
分
も
不
産
意
た
っ
た
、
面

倒
だ
か
ら
と

心
き
寝
入
り
せ
ず
、

消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
気
軽
に
こ
相

談
く
だ
さ
い
。
ア
ド
バ
イ
ス
だ
け

で
な
く
、
区
民
の
方
と
業
者
の
関

に
立
ち
、
解
決
の
た
め
の
交
砂
も

石
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
消
賢
者
セ
ン
タ
ー

で
は
'
£
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
間
g
を
取
り
上
げ
て
、
講

座
・
輿
濶
会
の
鬩
鯉
、
テ
ス
ト
結

果
の
報
告
な
ど
、
消
S
生
活
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

問

合
せ
先

消
費

者
セ
ン
タ
ー

辧
5
3
8
5

着 色 舛 の 実 皿 に み ん な の 目 は 其 ● ←

( 濆賢書センター・子ども消費書講座)

トラブルにあったら――

消 費 者 テ レ ホ ン

880- 5380 へ

ま ず 相 談

名
画
・
名
曲
・
落
語
も
・・・

い
つ
も
と
違
う
夜
が
楽
し
め
る

梅
田
セ
ン
タ
ー
社
会
教

育
館

体

育

館

社
会
教
弯
鰓
の
催
し
は
○
○
講

座
な
ど
と
圃
否
し
い
の
で
は

、
と

い
う
方
に
お
す
す
め

。
落
ち
I
い

た
雰
囲
気
の
和
室
や
愚
新
の
設
備

を
便
用
し
た
、
楽
し
い
催
し
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

梅
田
寄
席
・・・
叨
歌
小
は
ん
師
匠

(千
佳
同
原
町
在
庄
)
の
独
演

会

。
毎
月
第
1
木
曜
日

、
午
後

7
時
か
ら
、
木
戸
銭
は
沺
円

梅
田
名
曲
シ
ア
タ
ー
・・・
レ
ー
ザ
ー

デ
ィ
ス
ク
や
コ
ン
バ
ク
ト
デ
ィ

ス
ク
で
名
曲
を
楽
し
み
ま
す
。

4

月
第
3

木
一

日

、

午
後
7

時

か

ら

、

お
茶

代
沺

円

梅
田

シ
ネ

マ
(

ウ
ス

ー・
・
大
画

面
と

サ

ラ
ウ

ン
ド

で

名
画

を
桑

し
み

ま

す
磁

週

土

曜
旦

月
3

回
)

、

午

後
6

蒔
3

分
か

ら

、
無

料

最

近
は

、
ご

夫

婦
で

來
ら

れ
る

刀
も

多
い

と
か

。

ち
ょ

つ
と

素
敵

な
夜

が
過

ご
せ

る

権
田

セ
ン

タ
ー

で

す

。

問

合

せ

先

梅

田

セ

ン

タ

ー

鰰
5
3
2
2

「男と女の料理数宣」にはお父さんも多数参加。来年1 月
下旬にも開催を予定しています( 婦人総合センター)

お
し

・

わ
な

外
戳

と
ポ

ヶ

。″
ト

パ
ー

ク
の
鰾

か

。

ま

ち
に

ゆ
と

り
を

も

た
ら
し

て

い
ま

す

チ
ビ
ッ
コ
か
ら
文
学
青
年

音
楽
愛
好
家
ま
で
幅
広
く

中

央

図

書

館

1
6鰍
あ
る
区
立
図
S
館
の
硬
S

畝
は
脂
万
冊

。
そ
の
う
ち
の
2
6万

冊
を
軻
す
る
中
央
図
S
館
の
1
ヵ

月
あ
た
り
の
利
用
者
は
約
2

万

人

、
延
べ
2
万
3
千
冊
の
賢
し
出

し
利
用
か
あ
り
ま
す

。

区
の
中
心
館
と
し
て
幅
広
い
利

用
に
答
え
る
た
め

、
又
孛
以
外
の

図
S

も
多
く
、央
術
一

や
写
輿
集

、

調
べ
初
に
便
利
な
参
考
図
S
賢
料

が
爾
え
ら
れ
、
珊
席
あ
る

閲
覧
室
で
落
ち
咎
い
て
悶

覧
で
き
ま
す
。
ま
た

、
図
S

ば
か
り
で
な
く
、1
6り

フ
ィ
ル
ム
(
登
録
団
体
の

み
)
、レ
コ
ー
ド
、コ
ン
パ

ク
ト

ーデ
ィ
ス
ク
の
貨
し

山
し
も
卜
っ
て
い
ま
す

。

幼
児
や
小
学
生
た
ち
に

は

、
約
5
万
冊
の
児
童
S

が
弔
意
さ
れ
て
い
ま
す

。

ま
た

、人
鼠
の
あ
る
の
は

、

お
話
し
会
卮

週
水
曜
日

、

午
吮
3

時
3
0分
～
4
時
‘

や
子
ど
も
映
画
会
(
癧
週
日
曜
日

、

午
町
1
1
時
・
午
後
2

時
)
。
毎
回

、3
0

～
釦
人
の
チ
ピ
ッ
コ
で
に
ぎ
わ

い
ま
す

。

来
春
完
成
め
ざ
し

図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン

が
3
館
で
ス
タ
ー
ト

資
料
情
報
か
す
み
や
か
に
提
供

で
き
、
1
枚
の
利
用
者
カ
ー
ド
で
K

内
全
図
S
の
借
り
出
し
、
返
却

が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン

ーネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
。
現
在
、
中
央
図
S
館
を

中
心
に
千
庄
、
常
東
図
S
館
の
3

館
で
塚
働
し
て
い
ま
す
。

区
内
全
図
S

館
{
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
館
を
除
く
}
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化

さ
れ
る
の
は
来
年
3
月
气

昨
年
、

年
中
無
休
・
夜
閥
聞
鰐
{
千
佳
・

常
東
・
花
畑
図
S
鰉
を
除
く
}
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
オ
ン

ラ
イ
ン

ーネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
完
成

さ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
ま

す

。

児
一
一

の
耳
用
コ
ー
ナ
ー
は
い
つ
も

子
供
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
す

梅
島
は
区
内
図
書
館

発

生

の

地

昭
和
2
5年
9
月

、
現
在
の

第
九
中
学
硬
正
門
わ
き
に

、

区
内
で
朷
の
図
S

館
と
し

て

、
晦
島
図
S

館
が
閲
館
し

ま
し
た

。

開
館
に
先
立
っ
て

、1
世

帯
1
冊
献
ま
運
勣
や
小
銭
の

高
付
を
崢
び
か
け
て
図
S
を

胸
達

。閲
覧
料
(
大
人
3
円

、

児
重
2
円
)
を
徴
収
し
て
い

ま
し
た
が

、2
6年
4
月
、
図
S

館
法
改
正
に
よ
り
無
糾
に

な
り
ま
し
た
。

区民 オーケスト ラ
第1 回定期演奏会
文化会館で来年3 月開催

陌
席
の
区
内
一
大
き
い
ホ
ー
ル

を
持
つ
又
化
会
館
。
こ
こ
は
足
立

区
の
音
高
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
、
区

民
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の

本
拠
地
で

す
。今

竿
4
月
に
紿
呎
さ
れ
、
メ
ン

バ
ー
は
ふ
学
生
か
ら
7
5
縵
ま
で
の

多
彩
な
顔
ぶ
れ
釦
人
。
又
化
会
館

と
弘
逎
小
学
校
で
、
週
2
回
の
鰕

し
い
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

9
月
に
吁
つ
た
発
足
配
念
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
そ
の
氓
果
を
披
露

し
て
、
音
楽
愛
好
家
た
ち
の
心
か

い
柏
手
を
受
け
ま
し
た
。

'匹
の

目

像

は
、
采
甲
3
月

に
、
こ
こ
文
化

会
館
で
行
う
予

定
の
第
1
回
足

期
演
輿
弯

各

演
栢
揮
西
に
団

伊
玖
磨
氏
を
招

き
、
モ
ー
ツ
フ

ル
ト
「
交
響
曲

吩
番
ニ
シ
ベ
リ

ウ
ス
「
カ
レ
リ

ア
組
曲
・

な
ど

を
お
送
り
し
ま

す
。「

年
2
回
は

定
期
演
輿
会
を

持
ち
た
い

と

、

区
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン

バ
ー

は
恵
襦
閥
々
、
熱
の
入
っ
た
練
巴

が
、き
ょ
う
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
干 伎 保 所 　8884277
江 北 保 健J

¶
皿 所 　8964D04

犂 和 保 健 相 談 所 　6064171　
央 本町 艮 皿 相 談 所 　880- 5351

4
0
0
～
5
0
0円で
週
2
回
以
上
利
用
し
た
い

5
0
0
～
6
0
0円
で
週
2
回
以
下
な
ら
協
力

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
意
識
調
査
結
果
か
ら

こ
の
調
査
は
、碼
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
の
要
望
を
同
う
ご
I
-

ズ
調
査
」
と
、
担
い
手
で
あ
る
憮
の
寒
見
を
伺
う
「
供
給
一

向
調
査
」
と
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。
そ
の
罵
果
、
受
け
手
と

担
い
手
の
間
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
金
額
、
回
数
な
ど
で
若

干
の
く
い
違
い
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

凋

査

万
法

無

作

為
抽

出
に

よ

り
足

立
区

内
在

住

の
男

女
1

千

崩
人

を
呎

の
7

項

目
別

に

選
び

、
民

生

委
員

が

訪
問

し
て

調

査
書

を
配

付
し

、

後
日

回

収

「
ニ

ー
ズ

調
轟

」=・
6
5
峻
以

上

の

一
包

人

暮
ら
し

老

人

フ

を
人

の
み

世

帯

フ

寝
た

き
り

老
人

▽
一

般
老
人

辰

紿
意
向
調
き

・・ヽ
▽

1
8歳
1
M

歳
の
一
般
区
民

▽
6
5歳
1
7
0
歳
の
一
役
を

人

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

勣
家

躙
一

期
9

昭
和
6
3年
6
月

1
日
～
2
0日

回
収
串
?
6
%

寝
た
き
り
の
介
護
は

女
性
に
依
存

。現
在
の
体
の
n
a

は
ど
う

か
‘
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
一

般
老
人
と
一
人
暮
ら
し
老
人
で

は
、「
非
常
に
健
康
」「
ま
あ
健

康
」
と
苔
え
た
大
が
6
0
%
を
超

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
差
人

の
み
ま
僭
の
女
性
で
は
3
3
%
が

『
軻
気
が
ち
で
あ
る
』
と
答
え

て
い
ま
す
。

。寝
た
き
り
老
人
の
介
霞
の

状
侭

で
は
、「
全
面
的
な
介
護

が
必
嬖
」
と
5
5
%か
答
え
、
特

に
8
5歳
以
上
で
は
6
7
%
に
連
し

て
い
ま
す
。

。介
護
者
の
中
心
ほ

「
同
居

の
嫁
」郤
气
「
本
人
の
配
偶
者
」

箆
气

「
家
政
婦
・
看
護
婦
」
1
9
%

、
「
同
居
の
娘
」
1
8
%と
覡
い

て
い
ま
す
。な
お
、男
性
は「
霽
」

が
5
2
%
で
最
も
高
い
の
に
対

し
、
女
性
で
は
『
同
居
の
嫁
』

の
3
2
%で
、「
夫
」は
1
0
%
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

。食
事
'
で
は
、
一
人
一

ら

し
老
人
の
女
性
は
「
自
分
で
し

た
く
す
る
」剛
然
'
外
賢
す
る
」
4
%

、
男
性
で
は
『
自
分
で
‘
6
5
%

、「
外
食
J
8
*
と
な
っ
て

い
ま
す
。

同
居
家
族
以
外
の

手
伝
い
は
…
…

ヘ
ル
パ
ー
・

家
政
婦
を
希
望

。日

常
生
活
の
中
で
、
他
の

人
の
手
助
け
が
必
要
か
゛
と
の

問
い
に
は
、
現
在
の
生
薦
形
態

や

健
康
状
S

が
密
接
に
関
連

し
、
一
人
一

ら
し
を
人
は
『
符

に
必
嬰
な
い

』
む
气

老
人
の

み
皀
帯
で
は
『
将
釆
は
必
要
』
4
6

乙
、寝
た
き
り
老
人
で
は
「
訊

し
い
」
3
2
%が
、
そ
れ
ぞ
れ
鰻

も
鬲
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
同
居
の
家
族
以
外
に
も
予

助
け
を
し
て
袱
し
い
時
、
た
れ

に
た
の
む
か
'
と
の
問
い
に
は

、

「
ヘ
ル
パ
ー
・
冢
政
婦
」
を
あ

げ
た
人
が
多
く
、
身
内
の
人
に

負
担
を
か
け
る
こ
と
を
気
づ
か

う
鼠
持
ち
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。
寝
た
き
り
老
人
で
は
1
8
%

の
人
が
「
保
健
婦
・
S
護
瞞
」

を
あ
げ
、
専
門
知
歐
や
技
術
に

期
待
し
て
い
る
よ
う
で
す
(
図
1

事
照
)
。

協
力
を
す
る
側
に

。ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
番
加
憲
向
'

に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
墳
唖
的
に
協
力
」『
求
め
ら

れ
れ
ば
協
力
し
た
い
』
と
答
え

た
人
か
叨
%

、「
R
用
面
で
協

力
」
も
1
0
%
あ
り
ま
し
た
。

6
5斌
以
上
の
方
に
、
i
祉
活

励
(
シ
ル
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)

へ
の

参
加
悒
向
‘
を
闃
い
た
と

こ
ろ
、「
寝
た
き
り
老
人
の
話
し

相
!

に
は
3
3
%
の
人
が
齡
加

意
向
を
示
し
ま
し
た
が
、「
釁
繻

や
身
の
回
り
の
世
話
」
で
は
。

ほ
ぼ
半
稾
し
て
い
ま
す
。

食
事
の
世
話
を
し
て

欲
し
い
が
ト
ッ
プ

有
料
ヘ
ル
パ
ー
制
度

。
有
科

吩
刀

純
(

ヘ
ル

バ
こ

制

度
を

利
用

し
た

い

か
‘
で
は

、

寝

た
き

り
壱

人
の

利
用

意

向
か

巖

も
高

く

、3
0
%

と
な

っ
て

い

ま

す
か

、「
有

科
で

は
無

理

」
も
2
6
%

と

、
高

い

数
値
を

示
し

て

い

ま
す
(

図
2

参
照
)

。

一
万
、胆
い
手
傷
の
協
力
悒

向
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
家

の
6
1
%
が
「ぜ
ひ
協
力
」
「条
倖

に
よ
り
協
刀
し
た
い
」と
回
答

し
て
い
る
の
に
対
し
、1
8
裳
～

M
直
の
区
民
で
は
2
5
%
で
、今

の

時
点

で
は

な
ん

と
も

言
え

な

い

と
い

う
判

断
保

留
を

含
め

た

「

わ
か

ら
な

い
J

占

め
て

い

ま
す

。

。受
け

た

い
サ

ー
ビ

ス
の

内

容
'

で

は

、『
食

事
の

世
話

』
か

ト

ッ
プ
で

、「

室
内

の
膺

掃

」「
洗
4

」
が

暁
い

て
い

ま
す

。
し

か

し

、
寝

た
き

り
老

人
で

は

「
食

事

」
に
次

い
で

「
入

浴

」「
用

便

の

世
話

」
な

ど

、

介
護

の
手

助

け
を

求
め

る
要

望

が
高

く
な

っ

て
い

ま

す

。

こ

れ
に

対
し

て

協
力

す
る

側

は

、「

買
物

」
「
掃

除

」。『
洗

濯

』

な

ど
の

昊

似

を
希

望

し

、
「
入
?

「

用
便

」
な

ど
の

皿

力
働

俘

菓
や

専
門

性
の

高
い

内

容
は
低

い

回

笞
に

と

ど

ま

っ

て
い

ま

す

。

。希
輦
す
る
時
閥
帯
・
で
は
、

利
用
す
る
側
、
協
力
す
る
側
と

も
「
月
I
金
曜
日
の
日
巾
」と

答
え
。
需
要
と
供
給
か

。致
し

て
い
ま
す
が
、
筋
力
す
る
佩
の
1
8

歳
～
6
4歳
の
男
性
で
は
、
3
7
%

の
人
が
『
上
・
日
の
日
中

』

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

翩

用
し
た
い
同
黔

は
、

利
用
す
る
側
の
立
珊
に
よ
っ
て

人
き
く
奥
な
り
ま
す
が
、
全
体

的
に
「
週
2
回
以
上

」
を
希
望

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
協

力
す
る
側
は
、
「
週
2
回
以
下
」

を
希
望
し
て
い
ま
す
。

。謝
礼
の
顎
‘
に
つ
い
て

、

利
用
す
る
廁
は
「
1
時
間
あ
た

り
嶄
円
I

瀟
円
の

支
払
い

な

ら
一
か
中
心
と
な
り
、
協
力
す

る
隰
で
は
「
沺
円
I
衂
円
ぐ
ら

い
は
欲
し
い
」
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
(
図
3
参
照
)
。

。手
持
ち
の
財
産
(
士
地
・

建
初
)
を
区
な
ど
に
価
け
て
代

わ
り
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
制
度
'
に
つ
い
て
聞
い

て
み
ま
し
た
。
こ
の
福
祉
爾
託

制
度
を
「
利
用
し
た
い
」「
興
味

は
あ
る
」
と
答
え
た
方
は
3
3
%

で
し
た
が
、
一
人
一

ら
し
老
人

で
は
利
用
意
向
・
関
心
と
も
若

干
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

-

○
-

○
-

今
回
の
網
査
結
果
は
、
高
齢

化
廿
会
に
ふ
さ
わ
し
い
老
人
福

祉
行
政
の
麗
進
と
、
共
に
助
け

合
つ
ま
ち
づ
く
り
へ
の
展
開
に

生
か
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
区
民
の
力
に
厚
く
お
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
集
黔
結
果

を
の
せ
た
報
告
-
は
、
崎
報
公

開
諜
、
区
内
各
図
S
館
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

本
斤
舎
・
老
人
福

祉
旋
在
宅
サ
ー
ビ
ス
冊
査
担

当

魯
眤
1
1
1
1

㈹

お
年
寄
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る

ヘ
ル
パ
ー
制
度
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す

図1 月居の家族以外で、だれに手伝いを頼むか

図2 有料協力 ● ( ヘル パー) 制度
利用( 協力) の意向

図3 時間あたりの費用(謝礼)の額

愛
の
献
血
に

ご
協
力
を

恒
例
の
愛
の
献
血
を
下
表
の

と
お
り
受
け
付
け
ま
す

。ぜ
ひ

、

ご
S
力
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

葛
師
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
1
(
　
6
9
3
5
7
0
1
)
　

ま
た
は
本
庁
舎
・
保
ぼ
予
防

係
(

　
眤
1
1
1
1

㈹
)

12月の献血日程

薊寸時閨「ま、午前10時～千後3H3U分

( 午前11眄3a分～午後12畤30分を除く)

健
康

ア
ド
バ
イ
ス

予
防
接
種
の
意
義

現
在
卜
わ
れ
て
い
る
予
防
接

龝
に
は

、
百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ

リ
ア

、
ポ
リ
オ
、
風
し
ん

、
叺

し
ん

、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

、

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

こ
の
予
防
接
種
は

、
祠
気
の

ま
ん
延
を
防
ぐ
有
効
な
手
段
と

し
て

、
こ
れ
ま
で
大
き
な
効
簗

を
あ
げ
て

き
ま
し
た

。

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
は

属
累
に
か
か
ら
な
い
目
的
の
ほ

か
に

、
病
原
菌
を
社
会
に
ま
き

ち
ら
さ
な
い
と
い
う
社
会
的
賈

任
の
一
つ

を
果
た
す
こ
と
に
も

な
り
ま
す

。

流
行
性
の
伝
桑
祠
は

、
あ
る

剛
合
以
上
哭

か
免
疫
を
痔
つ

よ
う
に
な
る
と

、
厩
行
し
な
く

な
る
性
質
が
あ
り
ま
す

。
予
防

接
種
を
一
人
で
も
多
く
受
け
る

こ
と
が

、
伝
桑
祠
の
な
い
社
会

を
つ
く
る
大
き
な
カ
ギ
と
な
る

の
で
す

。

最
近

、副
作
用
を
心
配
し
て

、

子
ど
も
に
受
け
さ
せ
な
い
人
が

増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
副
作
用

は
事
前
チ
ェ
ッ
ク
で
か
な
り
防

ぐ
こ
と
か
で
き
る
の
で

。
心
配

な
時
は

、
前
日
に
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
黠
て
も
ら
う
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す

。

Λ
足
立
区
医
師
会
V
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なるほど!
ザ・まち づ くり

ご存じですか?こんな工夫

j 心y3 でS に 二4a, J

な　
j でいます。丶 気1ご鈿 逧 ままt　

心安まるうるおいのIあるまちごそ　
れぞれの地域の科性にあったまち
を且指して、いろいろな手法で進
心られています
足立の通路や公園などにも、佳

ひ入、訪れる人かほんとうに楽し
めるような、仕掛けや工天かいっ
はい。今回はそれを痺って、まち
ウ47 チンクをしてみました、

擇も樊しく 葛西用水親水水路の柬溯江鴣

個
性

書
ち

づ
く

り
に

あ
た

っ
て

皿
要
な

の
は

、
旭

域
特

性

一

を
一

視
し

、
「
ま

ち
の

個
性

」
を

打
ち

出
す
こ

と
で

す

。

一

胯
れ
る

ま
ち

、
愛

昔
が

わ
く

ま
ち
に

す
る

た
め

に

、
地

一

域

ら
し

さ
を

引
き

出
す

知
恵

と
工

夫
が
必

要
で

す

。

●
ト
イ
レ
も
街
灯
も
個
性
の
時
代

な
く
て
は
困
る
の
に
、
と
か
く

汚
れ
て
ご
っ
ん
ぎ
り
さ
せ
ら
れ
る

公
衆
ト
イ
レ

。で
も

、
最
近
き
れ

い
で
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
の
も

の
が
増
え
て
ま
す
ね
。

区
内
の
公
園
の
ト
イ
レ
も
地
域

の
イ
メ
ー
ン
つ
く
り
を
考
え
て
、

し
ゃ
れ
た
も
の
か
あ
り
ま
し
た
、

お

吶
と

間
違
え

て

、
八

ご

戈

い

兮

う
。

鯒
乙
函

の
畄

ぴ

も

。
ま
ち

卯
9
1

性

」
か

悒
戡

さ
れ
て

き
て

い
る

の

ね

。シ

ョ

ッ
ピ
ン

グ
を

し
な

か
ら

、

ま

ち
の

雰
四

気
も

楽
し

め
る
よ

う

に

な
っ
て

き

た
わ

。

干 住宿 の ち ょ う ち ん 街 灯
冲 庄 本 町 商 店 肚)

千佳宿のイメージぴったりのトイレね 干佳ほんちょう公園)
街灯にマスコットか登場|　　

関原不動商店衝)

ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス

大
事
に
し
た
い

千
住
宿
の
雰
囲
気

S
と
政
子
住
サ
ン
ロ
ー
ド
n
g

街
振
興
絎
合
で
は
。
9
性
*

る
商
店
衝
を
目
指
し
て
、
歩
道

に
江
戸
風
俗
タ
イ
ル
絵
を
は
ふ

込
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
閨
も

な
く
完
成
す
る
予
定
で
す
。

商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
・

岡
田
遠
氏

「
苔
の
懐
か
し
い

景
製
か
な
く
な
っ
て
、
近
代
的

な
ま
ち
並
み
に
変
わ
っ
て
い
く

な
か
で
。
こ
の
千
住
は
晋
の
宿

場
の
雰
囲
気
か
残
つ
て
い
る
お

こ
ろ
か
あ
り
ま
す
。

タ
イ
ル
絵
は
大
名
行
列
や
飛

脚
、
宿
屋
を
描
き
、
テ
ー
マ
を

レ
ト
ロ
感
寛
い
っ
ぱ
い
の
千
住

宿
に
校
っ
た
嵋
が
特
徴
で
す
。

こ
の
夏
。
カ
ラ
ー
翻
装
す
る
'

と
に
今

た
と
き
r
G

蕕
眤

雰
囲
乱
を
人
亊
に
し
よ
う
と
、

穗
店
面
の
若
い
人
た
ち
か
考
え

出
し
た
も
の
で
す
。

七
千
佳
の
イ
メ
ー
ジ
ア

″
ブ

と
と
も
に
、
貿
い
初
に
必
る
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
で
す
ね
」

歩
道
に
は
め
込
ま
れ
る

タ
イ
ル
絵

思
いや
り

施
段
が
、
障
害
者
や
高
齢
者
、
子
供
が
利
用
す
る

一

の
に
安
全
、
便
利
、
快
適
な
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い

一

る
こ
と
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
つ
く
り
を
し
て
い
く
た

一

め
に
重
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
つ
く
り
は
、
す

一

べ
て
の
人
を
対
餓
に
行
い
ま
す
。

●
車
い
す
の
人
も
利
用
で
き
る
水
飲
み
器

単
い
す
の
人
も
利
用
で
き
る

水
飲
み
器
や
公
衆
宅
詁
、
お
と

し
よ
り
や
子
供
の
た
め
に
低
く

付
い
て
い
る
階
段
の
手
す
り
、

駅
や
バ
ス
渟
か
ら
施
設
ま
で
の

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
・
ふ
7。

滄
害
者
や
高
齢
者
な
ど
か
積

極
的
に
ま
ち
に
出
ら
れ
る
よ
う

に
、
施
設
や
通
齢
に
い
ろ
い
ろ

な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

っ
て
。

(
ン
デ
ィ
の
あ
る
な
し
に
か

か
わ
ら
ず
、
み
ん
な
助
け
台
っ

て
乍
活
し
た
い
。
そ
ん
な
ま
ち

つ
く
り
が
進
ん
で
る
の
ね
。

これなら廉いすでも, 楽に水か飲めるわ
(工Jし・ソフ4 ア1

自
然

「

自

然

が

奥

し

い

」

ま

ち

を

つ

く

る

た

め

水

と

緑

一

を

生

か

し

た

祠

川

余

路

総

合

利

用

計

胛

に

基

一

づ

く

ヽ

ま

ち

づ

く

り

を

進

め

て

い

ま

す

。

そ

の

一

つ

一

は

ヽ

水

辺

が

憩

い

と

レ

ク

リ

于

シ
'

ン

の

鳩

と

な

一

る

よ

う

、

水

辺

の

自

然

の

保

護

と

創

造

で

す

。

●
土
と
石
で
つ
く
ら
れ
た
水
路

ほ
ん
と
の
小
川
が
流
れ
て
い
る

よ
'
卮

一五
反
町
親
水
緑
遭
。
な
ぜ

な
ら
、
岸
辺
が
す
べ
て
土
と
石
で

つ
く
ら
れ
て
い
る
か
ら
*
-
H
が
あ

る
か
ら
、
ヨ
シ
や
ガ
マ
な
ど
数
多

く
の
水
生
植
初
が
茂
っ
て
、
自
然

が
よ
み
か
え
う
て
き
た
み
た
り

都
市
の
な
か
で
も
「
自
然
つ
で

必
要
で
し
ょ
つ
」
と
語
り
か
け
る

よ
う
だ
わ
。
私
の
取
の
近
く
に
も
、

こ
ん
な
散
歩
道
が
あ
る
と
い
い
な

あ
。

足立の水に親しむ名所ね
!五反野親水緑迎_

ま
ちづくりニュース

彫
刻
の
ま
ち
委
員
会
が

発
足
し
ま
し
た

抛
足
皿
区
ま
ち
づ
く
り
公
卜

は
1
0月
1
9日
、
区
民
が
彫
刻
と

ふ
れ
あ
う
郡
市
空
間
づ
く
り
麥

検
討
す
る
た
め
「
彫
刻
の
ま
'
。

委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

委
筒
会
は
、区
民
卜
表
3
人
、

学
識
経
験
者
3
人
、
区
戰
醐
R

人
。
ま
ち
つ
く
り
公
社
政
綱
ワ

人
お
よ
ぴ
旭
元
委
母
で
組
嗽
」

ま
す
。
委
員
会
の
役
鞘
は
、
仙

区
環
境
笹
備
計
回
に
蚕
つ
き
な

が
ら
、
地
域
住
民
の
参
加
を
ま

め
、
彫
刻
を
中
心
と
し
た
う
S

お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の

助
言
、
指
導
を
行
い
ま
す
。

彫
刻
設
置
は
公
益
信
託
「
あ

た
ち
ま
ち
づ
く
り
ト
ラ
ス
ト
」

の
活
用
も
図
り
ま
す
。

最
初
の
彫
刻
は
、
采
年
4
月

ご
ろ
都
庄
本
木
町
第
ニ
ア
パ
ー

ト
内
に
整
備
さ
れ
る
公
園
に
二

体
設
置
の
予
足
で
す

。

委
員
長
・
真
濔
徳
太
朗
氏
へ
足

立
彫
塑
衣
協
会
会
母
)
づ
ま
ち
つ

く
り
に
?
つ
る
お
い
″
や
。や
す

ら
ぎ
″
と
い
う
考
え
方
が
ぷ
要

と
な
っ
て
き
た
な
か
で

、
彫
刻

が
貫
献
で
き
る
こ
と
を
非
常
に

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す

。
ヨ

ー

ロ
ッ
パ
の
ま
ち
中
に
は
。
長

い
年
月
人
び
と
に
愛
さ
れ
て
い

る
彫
刻
か
取
多
く
あ
り
ま
す
。

足
立
も
時
間
を
か
け
て
、
彫
刻

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
。
よ
く

話
し
合
っ
て
運
営
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
I

安

心

恙
ぶ
卜
画
の
「
女
心
し
て
住
め
る
ま
ら

の
啀
笛

を
中
心
に
、
ま
ち
に
災
害
を
起
こ
さ
な
い
、
た
と
え

起
き
て
も
、
大
き
な
災
害
に
罵
び
つ
か
せ
な
い
防
災

ま
ち
づ
く
り
を
展
閧
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
の

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、「
人
と
単
の
共
存
す

る
空
間
一
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

●
遊
べ
る
だ
け
が
公
園
じ
ゃ
な
い

翩

ヤ
丙

止
公

園
な

ど
曦

近
県

㈲

さ
れ

た
公
同

に
は

、
巾

水
卜

昭

・
浸

遊
竃
汲

の
悦

明
吸

が
?

た
め
る
そ
う
よ
。

謚
-
つ
て
、
a
ぶ
と
こ
公

だ

け
じ
ゃ
な
い
の
ね
。

つ
て
い
ま
す
　

「
阿
か
な
一

つ
て
M

ん

た

ら
、
大
川
の
と

き
公
園
に
豚
つ

た
両
水
が
、
す

ぐ
に
流
れ
出
て

水
害
を
引
き
起

こ
す
こ
と
か
な

い
よ
う
に
す
る

卜
川
け
。
勺
六

を
八
園
の
耽
下

に
4
み
叺
ま
せ

た
り
、

、
時
口

に
7
濕
の
申
に

この広塲、大雨のとき雨水をためるんたって

●
小
さ
く
て
も

大
き
な
助
け

―
―
隅
切
り

圃
切
り
う
て
、
こ
存
じ
で
し
廴

っ

レ
苓
屯
の
哨
を
切
り
取
っ
た

小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
だ
け
ど
、
眼
の

も
・
三
卜
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て

、

交
通
凖
放
を
少
な
く
す
る
の
。

眼
近
、
つ
く
ら
れ
た
叫
切
り
に

は
胸
爬
器
格
納
Ⅲ
を
験
け
た
も
の

が
あ
っ
て
、
防
災
の
役
割
も
す
る

ん
で
す
っ
て

。

こ
の
隅
切
り
、
ま
ち
の
I
ト
り
神
み
た
い
。

蒋
E

ち
i
お
'

閏
原
三
丁
旦

美

観

に
で
は
、
叉
し
い
都
市
景
観
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
濮
め
て
い
ま
す
。
阨
觀
向
上
の
た
め
に
は

、
谷
施

汲
に
旭
域
と
調
剛
の
と
れ
た
デ
ザ
イ
ン
、
緑
、
水
景

な
ど
を
4
人
し
ま
す
。

●
浮
か
び
上
が
る
橋

葛
西
昭
次
剛
水
水
路
の
"

渕

ぼ
閇
は
、
卜
万
か
9
フ
イ
ト
が

。扣
て
ら
れ
、
咳
。が
浮
か
び
上
か

る
よ
う
で
と
て
も
ス
テ
キ
。

こ
れ
か
ら
の

ま
ち
つ
く
n

は
、
照
明
の
演
日
も
ポ
イ
ン
に

に
な
る
ん
て
し
ょ
う
ね
。

●
緑
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
変
身

町
ノ
旨
単
か
ら
口
光
街
道
ま

で
の
直
路
は
、
以
の
逎
に
変
身

中
。
カ
ー
ド
レ

ー
ル
の
代
わ
り

に
、
歩
道
に
花
壇
や
値
喫
帯
か

設
け
ら
れ
て
い
ま
し
勺

吭
陶
阿
の
問
に
し
ゃ
れ
た
イ

ス
か
世
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
。
ち
X

つ
と
、
ひ
と
休

み
す
る
の
に
い
い
わ
ね
。。歩 道 で も 、 本 衍 読 み た く な づち ゃ づ た　

( 竹 ノ 塚駅 東 口 駅 籾 通 り)

ま
ちづくりニュ
ース

景
観
整
備
地
区
に
予
定

綾
瀬・
西
新
井
大
師
・
伊
興
の
3
地
区

ぼ
で
は
6
4年
度
か
ら

、
寺
院

な
ど
特
定
の
建
初
を
中
心
と
す

る
地
区
を
景
観
整
渮
池
区
に
指

定
し

、
建
築
物
の
色
や
デ
ザ
イ

ン
が
周
辺
の
最
餓
と
岡
和
す
る

よ
う
拓
碑
す
る
ま
ち
づ
く
り
事

葉
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

6
4年
度
に
指
足
を
予
竃
し
て

い
る
の
は

、
峻
瀬
。
西
新
圷
人

帥

、
伊
隲
の
3

垉
ほ
で
す

。

綾
瀬
旭
区
に
は
夾
秋
。
皿
立

八
遥
飛
が
完
成

。
そ
れ
に
き
わ

せ
て

、
心
X
内
の
小
・
中
乍
皎

の
休
弯
館
な
ど
を
岡
系
色
に
す

る
ほ
か

、
新
築
す
る
民
間
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
に
は
、
調
和
の
と

れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
よ
う
協

力
を
求
め
ま
す

。

西
新
井
大
廓
・
伊
興
地
区

は

、古
く
味
わ
い
の
あ
る
寺
院

等
が
残
る
ま
ち

。
こ
れ
ら
の
鬯

史
的
遺
産
や
伝
硬
文
化
財
の
保

殍
に
と
ど
ま
ら
ず

、
歴
史
的
景

観
の
保
全
と
創
薀
を
積
極
的
に

進
め
、
一万
院
等
建
築
靭
の
保
全

に
際
し
て
は

。「
あ
だ
ち
ま
ち
づ

く
り
ト
ラ
ス
ト
【
を
効
果
的
に

活
用
し
ま
す

。

1
2月
に
、
こ
れ
ら
の
地
区
の

景
眤
向
ヒ
を
啓
も
う
、
飛
進
す

る
(
仮
)
都
市
景
観
審
議
会
を

殿
置
す
る
予
定
で
す
。
ま
た

、

今
年
慶
巾
に
指
導
マ
ニ
J
ア
ル

を
削
成

。
今
曝
、
景
観
形
既
に

協
力
し
て
も
ら
う
場
合
の
援
助

策
も
倹
討
し
ま
す

。

演

出

又
で
は

、
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
雌

と
し
て

、
ま
ち
に
彫
刻
な
ど
の
環
境
三
術
の
配
置
を

心
め
て
い
ま
す

、
さ
ま
ざ
ま
な
役
置
物
が
街
印
を
演

出
、
旭
域
環
境
の
魅
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

● 彫刻が道の顔

研しい退踊には、彫刻かしぱしぱ
お目見え、大けさな銅蛮ではなくて、
さりげない彫戛l jかj甌に蘚しい嵋を生
むのね。

● 綰タイルガ遭案内

路向もカラー紳装。ところど
ころに、その旭域にちなんだ哈
タイルがはめ込まれていて、楽
しみなから歩けちゃう。なか
には。道案内や施設案内の絵
タイルもあって親切ね。

こ
の
子

、
回
鬯
ん
で
る
の
か
な
7
{

中
川
録
遒
}

コアラと曜んじゃお( 前堰公園)

Å 道 翼 内 の　
絵 タ イ 儿

梅田のエ儿
・ソフ彳ア
▼ の梟aタイル

モ モコち
ゃ んを さ が

せ

佐
藤

仁
焚
さ
ん

i
木
蘭
在
脾

り
日

、
よ

ら

を
叺
い

て

も
ら
っ

た
モ

モ
コ

咬
は

、乙

邨
に

笂
『
さ
ん

に

両
さ
ん

は

、

≒
印

の
イ
メ

ー

ジ
ア

ッ
ブ

ー
ポ
ス

タ
ー

ー
あ

た
叭

も
忠

頡

、

わ
た
し

秘
と

一
の
モ

ア

ル

に

な
っ
た

り
で

果

モ
モ
コ

ち

ゃ
ん

大

募

集

み
な
さ
ん
の
身
近
に
、
学

一ハ

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
沽
曜

し
て
い
る
お
嬢
さ
ん
は
い
ま

せ
ん
か

、
そ
ん
な
モ
モ
コ
ち

ゃ
ん
が
い
ま
し
た
ら

、
広
報

課
ま
で
(

ガ
キ
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い

。

世
略
先
卜
立
ほ
役
所
・
叺
　

彌
課
〒
1
2
0
千
口
1
-
4
　
　

1
8
　
覡
-
―
I
I
杓

フォト
ニュ ース あだち

10/ 10 天気も最高
区民歩け歩け大会

きりり ぶ卜 凧空 か 口が う た 体町 の 日、 区 は ″ 第6
回足n 区 民 歩け 歩 け 大会 υ を 開 き まし 瓩 。 軫、ひ0

者 馭は1 歳の 子 供か ら 韶歳 のお 迂 寄り ま で1 湎01
ん84

　
に歩 くフ? ミリ ーコ ース と 、詣l 。なの 健I

膜 コ ース かあ り 、参 加 者 の皆 さん はg 康つ くり の
区 内つ7 一:冫 ン ヴを 楽 し み 泄し た。

10/ 16 海外の技術研修生
を迎え運助 会

発 裝途 上国 が うのa 術 研僅 生を 迎 えA ね(
いる 海外 技 術省 協 会東 京 研修 セン タ ーと 、 地
元 の 干佳 榮一 丁 目町 会 の 合同 運 動 会が 、干 庄
第 八小 李 校 で開 が れま し た。研 修生 は150Å か
芻 加。 初 体 験の ラ ジオ 陬 襴に はと3 といJ し
心が 、 集 まっ た 衂 莇 ∽ 人 の昏 さ んこ 一 岾 に、
煢 岐を 磨し みま9 心。

10/ 22 大きな拍手・ブラバン演奏会
『 足n 区 中 宇校 プラ ス バンド 演 奏会 』が、 文 化 会畩 で鬨

がれ まし た 。 区内 中 学校 怕 校が 出 演し 、力 強 い 演喚 を 披
露 。 詁 め かけ た2, 000 人の 父田 や 生 徒の 皆さ ん がら 、天 き
な 拍手 を 浴ぴ まし た 。

1
1
/
6

超
一
流
の
演
技

新
体
操

I
N
　
A
D
A
C
H
I

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
、
ま

穹
ま
す
人
気
高
ま
る
新
体
操
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
日
本
代
表
の
秋
山
エ
リ
カ
さ
ん
を

は
じ
め
、
東
京
女
子
体
育
大
学
肝
体

操
部
の
皆
さ
ん
の
超
一
流
の
演
躋
に

干
人
の
観
名
は
目
を
見
張
り
ま
し
た
。

シリ ー ズ

あだち の 鳥 た ち
マ ガ モ

冬
く
な

っ
て

荒
川
の

カ
モ

の

麗

れ

か
多
く

な
り

ま
し

た

。

渡
っ
て

き
た

こ
ろ

の
マ

ガ
モ

の
推
は

、

雌

と
同

じ
よ

う
に

褐
色

の
羽
で

し

た

が

、
人
。は

も

う
冬
羽

の
美

し
い

色

に
衣

哉
え

を
し

て
い

ま
す

。

俗
名
に

「

あ
お
く

ぴ

」

と
呼

ば

れ
て

い

る
ほ

ど
鮮
や

か
な

緑
色

の

頭

と

、

衝
色
い

く
ち

ば
し

、
白

い

位
の

リ
ン

ク

か
特

徴
で
す

。
よ

く

見
る
と
黒
い
尾
刃
が
き
れ
い
に
カ

ー
ル
し
て
い
ま
す
。
カ
モ
の
中
で

は
お
し
ゃ
べ
り
な
方
で
、
グ
ェ
グ

ェ
。
グ
ェ
ー
グ
ェ
グ
ェ
と
よ
く
大

き
な
声
を
出
し
て
い
ま
す

。

エ
サ
は
お
も
に
碵
初
質
で
す

。

く
ち
ぱ
し
で
ビ
シ
ャ
ビ
シ
ヤ
唇
を

た
て
な
が
ら
水
面
の
藻
な
ど
を
食

べ

、ま
た
陣
2
ち
し
て
百
を
入
れ
。

水
中
の
エ
サ
を
と
り
ま
安

。

と
こ
ろ
で

。こ
の
吟
期

、

荒
川
に
偃
っ
て
き
た
カ
モ
と

一
緒
に

、
ア
ヒ
ル
か
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ア
ヒ
ル
は

、
マ
ガ
モ
を
家

き
ん
と
し
て
飼
弯
し
て
き
た

も
の
な
の
て
す
。
荒
川
な
ど

で
野
生
状
忠
で
生
活
し
て
い

る
ア
ヒ
ル
の
中
に
は

、
ほ
と

ん
ど
マ
ガ
モ
と
兄
分
け
が
つ

か
な
い
羽
色
に
な
っ
て
い
る

も
の
も
い
ま
す
。

λ
環
境
課
・
水
質
調
査
係
V
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あ

ば
れ
た
僕
が

悪
い
の
で
し
ょ
う
か
。

不燃化促進
助 成 事 業

燃
え
な
い
建
物
に

建
て
替
え
ま
せ
ん
か

区
で
は

、
大
貫
火
災
時
の
安
全

な
避
難
路
、
延
焼
遮
断
帯
を
整
爾

す
る
た
め
、
不
燃
化
促
進
助
改
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す

。

こ
の
事
業
は
、
不
燃
化
促
進
区

域
の
中
で
、
事
業
実
施
期
間
内
に

一
定
の
基
凖
に
あ
っ
た
不
燃
建
築

物
を
建
て
る
方
に
助
成
金
を
さ
し

あ
げ
、
建
物
の
不
燃
化
を
促
進
す

る
も
の
で
す
。

現
在
、
補
助
1
0
0号
線
地
区
ほ
か
9

地
区
で
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

助
成
内
容

左
表
の
と
お
り

対
象
地
区

▽
補
助
Ⅲ
号
線
地
区

▽
桜
土
手
通
り
地
区

▽
旧
日

光
街
道
地
区

▽
補
助
1
3
8
号
線

地
区

▽
日
光
街
道
A
地
区
　

▽
小
台
通
り
地
区

▽
環
状
七

号
線
A
地
区

▽
補
助
1
9
0
号
線

地
区

▽
補
助
2
5
6
号
線
地
区
　

▽
環
状
七
号
線
B
地
区

そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
両
側
約
3
0
メ
ー
ト
ル

が
不
燃
化
促
進
区
域
で
す
。

不
燃
化
建
て
替
え
相
談
所

不
燃
化
促
進
助
成
事
業

で

、
い
ざ
建
て
替
え
と
い
う

時
に
資
金
、
税
、
法
律
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で

、

区
と
剛
足
立
区
ま
ち
づ
く
り

公
社
で
は
、
建
て
替
え
に
伴

う
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に

、6
3年
1
0月
か
ら
、「
不
燃

化
建
て
替
え
相
談
所
」
を
区

内
4

ヵ
所
で
開
設
し

、
専
門

家
に
よ
る
建
築
相
談
、
建
て

齡
え
に
伴
う
税
務
相
談
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す

。

1
2月
の
開
設
日
は
次
の
と
お
り

で
す

。

日
時
・
場
所

▽
小
台
相
談
所
(
江

南
住
区
セ
ン
タ
ー
内
)
・
:
1
2月

7
日
(
水
)

▽
関
原
相
談
所
(

関
原
防
災
ま

ち
づ
く
り
事
務
所
)
・・・
1
2月
9
　

日
(
金
)

▽
中
央
本
町
相
談
所
(
文
化
会

館
別
館
)
…
1
2月
1
2日
(
月
)
　

▽
千
庄
相
談
所
(
本
庁
舎
・
ま
ち

づ
く
り
課
、(
財
)
足
立
区
ま
ち

づ
く
り
公
社
内
)
・・・
随
時

※
い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0分
か
ら

午
後
4
時
3
0分

。た
だ
し
、千
住
相

談
所
で
は
随
時
行
い
ま
す
(
土
曜

日
は
正
午
ま
で
)
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
ま
ち
づ
く

り
課
(

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)
、

(財
)
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

(
　
Ⅲ
3
6
1
3
)

ナ
マ
ズ
君
は
、
不
燃
化
促
進
助
成
事
業
の
マ
ス
コ
。卜
で
す

お
気
鰹
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

不燃化促進助成内容

手
づ
く
り
野
菜
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

区
民
農
園
利
用
者
募
集

区
民
の
み
な
さ
ん
に
、
野
粟
づ

く
り
を
通
し
て
、
土
や
緑
に
観
し

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
利
用
者
を

募
集
し
ま
す
。な
お

、申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

募
集
す
る
農
園

下
表
の
と
お
り

利
用
期
間
6
4

年
3
月
朷
・
中
旬

か
ら
6
5
年
2
月
中

。下
旬
ま
で

申
込
資
格

区
内
在
住
で
耕
作
地

が
無
く

、
園
芸
に
熱
意
の
あ
る

世
帯

利
用
条
件
等

▽
野
粟
や
草
花
の

栽
培
に
限
り
ま
す

▽
種
苗
や

肥
料
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
　

▽
農
具
は
ク
ワ
、
万
能
、
カ
マ

な
ど
あ
る
程
度
の
も
の
は
用
意

し
ま
す

▽
水
道
、
ト
イ
レ
な

ど
の
設
備
は
あ
り
ま
す

運
営
費

年
額
5
千
円
(
返
還
し

ま
せ
ん
)

申
込
方
法

「
往
復
「
ガ
キ
」に
希

望
す
る
農
園
名
、
世
帯
主
名
、

庄
所

、
家
族
全
貝
の
氏
名
・
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
返
信

用
(

ガ
キ
に
も
住
所
・
氏
名
を

記
入
の
こ
と
)

現
在
利
用
し
て
い
る
方
は
、

従
前
の
区
画
番
号
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、主
に
6
0歳
以

上
の
方
が
利
用
す
る
世
帯
で

、

希
望
す
る
場

合
は
、「
老
人

コ
ー
ナ
ー
希

望

」
と
記
入

し
て
く
だ
さ

い
(

一
般
よ

り
当
選
率
が

優
遇
さ
れ
ま

す
)

※
他
の
農
園

と
重
複
申
し
λ

み
は
で
き
ま
せ

ん
。

募
集
期
間
H
　

月
2
0日
か
ら

2
8日

ま
で

(
消
印
有
効
)

※
く

わ
し
く

は
、
各
区
民
事
務
所
に
あ
る
募
集

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
区
民
生
活
係

　
8
8
0
5
1

募集する区民農園名

キ
ラ
リ
個
性
!
2
3
色
の
東
京
パ
レ
ッ
ト

特
別
区
制
度
改
革
推
進

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
決
定

特
別
区
制
度
改
革
推
進
に
関
す

る
唳
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
哂

原
由
恵
さ
ん
(
北
区
在
住
)
の
作

品
「
キ
ラ
リ
個
性
!
2
3
色
の
東

京
パ
レ
ッ
ト
」
が
最
優
秀
賞
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
も
、
制
度
改
革
の
早
期
実

現
を
め
ぎ
し
運
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

A
特
別
区
協
議
会
・
足
立
区
V

シリーズ 足立の文化財
延 命 寺 山 門
( 足立区登 録有形文化財 ・建造物)
所在地: 竹の塚5- 26- 14

こ
の
山
門
は
、
も
と
新
潟
県
佐

渡
郡
新
穂
村
円
通
寺
の
山
門
と
し

て

、
宝
暦
4
年
(
1
7
5
4
)
8

月
、
飛
騨
高
山
の
名
工
梶
蓆
某
が
5

年
の
歳
月
を
費
や
し
て
創
建
し

た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
5
1年
、緑
あ
っ
て
酊
を
渡

り
、
当
延
命
寺
に
移
築
さ
れ
、
本

寺
の
山
号
に
ち
な
ん
で
如
意
門
と

名
づ
け
ま
し
た
。

一
門
一
戸
の
薬
医
門
で
総
梓
造I

跼
惱

っ
て
い
ま
す
。雷

は
切

膃

瑶

査

讐

、
m
面
に
a

軒
唐
破
風
が
つ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
部
材
を
使
っ
て

精
巧
堅
牢
に
組
み
上
げ
た
構
架
に

加
え
て
、
随
所
に
施
さ
れ
た
装
飾

彫
刻
は
見
事
な
も
の
で
す
。

渦
紋
・
波
紋
の
よ
う
な
幾
何
学

的
紋
様
、菊
・
松
・
竹
な
ど
の
植

物
。獅
子
・
象
・
鶴
・
亀
な
ど
の

動
物
、
さ
ら
に
鮹
剽
豐
″の
よ
う

な
架
空
動
物
に
至
る
ま
で
、
彫
刻

の
穡
類
も
き
わ
め
て
多
く
、
さ
な

が
ら
当
時
の
建
築
装
飾
の
粋
を
集

め
た
よ
う
な
感
じ
の
す
る
華
麗
な

山
門
で
す
。

八
郷
土
博
物
館
v

く
ら
し
の

情
報

こ
ど
も

6
4年
度保

育
園
児
募
集

各
福
祉
事
務
所
で
は

、
6
4年
4

月
に

、
保
育
園
に
入
園
を
希

望
す
る
児
童
の
受
け
付
け
を
し

ま
す
。

対
象

保
護
者
が
働
い
て
い
た

り
、
病
気
な
ど
で
児
童
の
保

育
が
困
難
な
方

申
込
に
必
要
な
も
の
6
3

年
度

分
特
別
区
民
税
額
が
わ
か
る

も
の
(
納
税
通
知
書
、
特
別

徴
収
税
額
通
知
書
ま
た
は
課

税
証
明
書
)
、
印
か
ん

※
確
定
申
告
を
し
て
い
る
方

は
、
6
2
年
分
の
確
定
甲
告
の
控

が
必
要
で
す

。

申
込
後
に
提
出
す
る
も
の
6
3
　

年
分
の
所
寿
税
額
が
わ
か
る

も
の
(
源
泉
徴
収
票
ま
た
は

確
定
申
告
の
控
)
を
6
4年
1
　

月
以
降
に
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す

申
込
用
紙
の
配
布
1
1
‥
月
鴎
日

か
ら

受
付
期
間
1
2

月
1
日
～
1
5日

申
込
・
問
合
せ
先

あ
な
た
の

住
所
地
を
管
轄
す
る
福
祉
事

務
所

延
長
保
育
の

実
施
に
つ
い
て

区
立
の
4
ヵ
所
の
保
育
園
で

は
、
保
護
者
が
勤
秘
時
間
(
通

勦
時
間
も
含
む
)
な
ど
の
都
合

に
よ
り
、
常
時
午
後
6
時
I
7

時
の
間
、
保
育
す
る
人
が
い
な

い
I
歳
6
ヵ
月
以
上
の
児
童
の

延
長
保
育
を
実
施
し
て
い
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
申
し
込
み
の

際
係
員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い

。

実
施
保
育
園

▽
千
住
あ
ず
ま

保
育
園
(
千
住
東
2
-
2
0
-
　
1
7
)

ワ
大
谷
田
第
一
保
育

園
(
大
谷
田
1
-
1
-
5
-
　

圓
)

▽
す
わ
ぎ
保
育
園
(
西

新
#
4
1
2
8
-
7
)

▽
竹

の
塚
保
育
園
(
竹
の
塚
3
-
　
1
1
-
2
0
)

問
合
せ
先

あ
な
た
の
住
所
地

を
管
轄
す
る
福
祉
事
務
所

ひ
と
り
親
家
庭
休
養

ホ
ー
ム
の
ご
利
用
を

父
子
・
母
子
世
帯
を
対
象

に
、
ひ
と
り
観
家
庭
休
養
ホ
ー

ム
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
利
用
く

だ
さ
い

。

場
所

熱
厩
・
日
光
・
河
口
湖

な
ど
1
1力
所

宿
泊
料

無
料
(
た
だ
し
、
入

湯
税
等
は
自
己
負
担
)
、年
度

内
―
泊
限
り

申
込
方
法

直
接
窓
口
へ
、
毋

子
年
金
・
児
童
扶
養
手
当
証

一

、
育
成
手
当
支
払
通
知
書

な
ど
、
ひ
と
り
親
家
庭
が
確

認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
亊

務
所
ま
た
は
本
庁
舎
・
児
童

助
成
係
8
8
2
1
1
1
1

㈹

教

育

相

談

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校

に
行
か
な
い
、
落
ち
着
き
が
な

い

、
I言
粟
が
遅
い
な
ど
の
お
子

さ
ん
の
悩
み
に
つ
い
て

、
専
門

の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
職

経
験
豊
か
な
相
談
鰤
が
相
談
に
c

じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

□
来
所
に
よ
る
相
談

受
付
日
時
日
曜
・
祝
日
を
除
　

く
毎
週
月
～
土
曜
日
、午
前
　

9
時
～
午
後
5
時
(
土
曜
日
　

は
正
午
ま
で
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談

室
　
昌
9
5
3
1

▽
教
腎
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談

綾
瀬
分
室

　
8
3
8
3
5
8
8

□
電
話
に
よ
る
相
談

受
付
日
時
日
曜
・
祝
日
を
除
　

く
毎
週
月
～
金
曜
日
、午
前
　

9
時
I
午
後
5
時
(
最
終
受

付
は
、午
後
4
時
3
0分
ま
で
)

相
駁
・
申
込
先

教
育
セ
ン
タ

ー
教
育
相
談
室

　
刪
7
8
　
6
7
(
(
(

ヨ
ナ
ヤ
ム
ナ
)

上
総
湊
健
康
学
園

入

園

案

内

千
葉
県
に
あ
る
足
立
区
立
の

小
学
校
で
す
。

美
し
い
緑
、
澄
み
き
っ
た
お

い
し
い
空
気
、
東
京
湾
の
青
い

酊
。房

総
半
島
の
恵
ま
れ
た
自
然

の
な
か
で
、
児
童
の
健
康
を
増

進
さ
せ
な
が
ら
、
少
人
数
学
級

で
学
力
の
充
実
を
め
さ
す
小
学

校
、こ
れ
が
健
康
学
園
で
す
。

子
ど
も
に
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
を
つ
け
さ
せ
、
の
び
の
び

と
し
て
明
朗
な
強
い
子
ど
も
に

育
て
ま
す
。

授
業
は
、
区
立
小
学
校
と
同

じ
内
容
で
実
施
し
、
学
校
生
活

が
終
わ
る
と
、
保
母
や
看
霞
婦

が
日
常
生
活
の
世
話
を
し
て
い

ま
す
。

昭
和
2
5年
以
来
、3
千
名
以

上
の
児
童
が
在
菌
し
。
健
康
の

回
復
、
増
進
に
大
き
な
成
果
を

あ
げ
て
き
ま
し
た
。

対
象

小
学
校
3
年
か
ら
6
年

生
で
次
の
児
童

▽
ぜ
ん
そ
く
に
か
か
っ
て
い

る▽
肥
満
で
運
勳
ぎ
ら
い

▽
偏
食
が
は
げ
し
い

▽
虚
弱
等
で

、
健
康
増
進
を

望
む

S
用

―
力
月
約
1
万
8
千
円

(
家
庭
の
事
情
に
よ
り
減
額
、

免
除
の
制
度
も
あ
り
ま
す
)

入
園
手
統

現
在
通
学
し
て
い

る
学
校
の
校
長
、
担
任
、
養

護
の
先
生
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

申
込
期
限
6
4

年
1
月
3
1日

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
保
健
給

食
係

　
8
8
2
1
1
1
1
(代
)

おしら
せ

は
か
り
の
検
査

取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
し

て
い
る
「
は
か
り
」は
、
計
量

法
に
よ
り
毎
年
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

左
表
の
日
程
で
検
査
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
必
ず
受
検
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

都
計
量
検
定
所
検

査
課

　
栩
7
2
5
1
㈹
、

消
費
者
セ
ン
タ
ー

　
貘
5

福祉事務所一覧

は かり の定 期検 査( 後 半)

● 倹査時問はいずれも午前9時30分～午後3時。
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区民 コ ー ナ ー
区
民
コ
ー
ナ
ー
は
、

み
な
さ
ん
の
紙
上
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
す
。

投稿をまっています

声
グ
ル
ー
プ
で

ま
ち
の
再
発
見

西
新
井
六
丁
目

富
本

祥
子

区
内
に
住
ん
で
い
て
も
知
ら
な

い
所
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

区
役
所
で
は
、
希
望
者
を
募
り

バ
ス
に
よ
る
区
内
施
設
見
学
会
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、『
区
民
ふ

れ
あ
い
、
あ
る
こ
う
会
』
な
ん
て

い
う
集
ま
り
を
作
っ
て
区
内
を
再

発
見
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
新
し
い
も
の
、古
い
も
の

、
忘
れ
か
け
て
い
る
も
の
な
ど
を
参

加
者
に
見
つ
け
出
し
て
も
ら
い
、

驚
き
の
発
見

、
ユ
ニ
ー
ク
で
貴
a

な
意
見
を
区
政
に
反
映
さ
せ
て
は

い
か
が
で
す
か

。

区
か
ら

区
内
に
も
地
域
で
グ
ル

ー
ブ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
作

り
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
や
他
の

都
市
を
視
察
し

、
好
き
な
所
や

暸
な
所
を
肘
議
し
て
い
る
み
な

さ
ん
が
い
ま
す

。
こ
れ
ら
の
勳

き
が
区
内
全
域
に
広
ま
っ
て
い

く
と
い
い
で
す
ね

。

1
1月
2
3日
(
水
)
に
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア
で
行
わ
れ
る
「
ま
ち
づ

く
り
フ
ェ
ス
テ
″
バ
ル
」で
は
、

こ
れ
ら
の
こ
と
も
含
め
、
ま
ち

づ
く
り
の
今
後
の
あ
り
方
を
考

え
て
い
く
予
定
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ポ
ケ
ッ
ト
・
パ
ー

ク
で
ま
ち
づ
く
り

千
住
旭
町
　
山
崎

兼
行

今
、い
ろ
い
ろ
な
区
で
ポ
ケ
ッ

ト
ーパ
ー
ク
(
庄
宅
地
な
ど
に
見

ら
れ
る
休
思
所
的
な
小
さ
な
公

園
)
の
慧
股
が
住
民
の
ま
ち
づ
く

り
運
動
と
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。

私
の
住
む
千
住
の
街
に
も
路
地

裏
に
ポ
ケ
ッ
ト

ー
パ
ー
ク
が
増
え

れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ケ
ッ
ト

ー
パ
ー
ク
建
設
な
ど

が
キ
ッ
カ
ケ
で
地
域
住
民
の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
感
心
が
高
ま
る
と
い

い
で
す
ね
。

区
か
ら

土
地
を
お
持
ち
の
方
の

協
力
の
も
と
に
地
域
の
み
な
さ

ん
が
、
ポ
ケ
ッ
ト
・
パ
ー
ク
を

整
備
し
よ
う
と
す
る
場
合
、「
あ

だ
ち
ま
ち
づ
く
り
ト
ラ
ス
ト
」

の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
具
体
的
な
話
が
で
て
き

た
ら
臠
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公

社
(
　
8
7
0
3
6
1
1
)へ
相
談
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

お
年
寄
り
を
狙
う
悪
質
訪
問
販
売

広
報
紙
で
注
意
の
呼
び
か
け
を

東
和
三
丁
目
石
川
武
和

最
近
、お
年
寄
り
に
甘
い
話
を

も
ち
か
け
、
高
価
な
物
を
充
り
つ

け
た
り
、ネ
ズ
ミ
講
的
な
も
の
の

勧
誘
を
す
る
悪
質
な
訪
問
販
売
が

多
い
。

私
は
父
に
、
す
べ
て
断
る
よ
う

伝
え
て
あ
り
ま
す
。し
か
し
、
被

害
を
受
け
て
い
る
家
庭
が
多
く
あ

る
よ
う
で
す
。
後
を
断
た
な
い
こ

れ
ら
の
被
書
を
防
ぐ
た
め
、
広
報

紙
で
文
字
を
大
き
く
し
、
お
年
寄

り
た
ち
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
ほ

し
い
。

★
広
報
課
で
は
「
声
」の
欄
で
、「
わ

が
冢
の
文
化
財

」
に
つ
い
て
の

投
稿
を
募
集
し
ま
す

。

家
宝
、
古
又
s
か
ら
、「
私
の

人
生
の
記
念
品

」
ま
で
、
貴
重

な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

(
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
記
念

品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
)
。

投
碕
先

本
庁
舎
・
広
報
課
　

(
〒
a
千
住
1
-
4
-
1
8
)

生
活用品

交
換情
報

≪
譲
り
ま
す
≫

▽
卓
上
テ
ン
プ
ラ
鍋
(
未
使
用
)

3
千
円
/
米
田
　
8
8
6
6
9
8
5

▽
ロ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
健
康

器
具
各
種
(
1
年
使
用
)
価

格
応
談
/
染
川
　
Ⅲ
5
7
0

▽
編
み
機
・
パ
ン
チ
カ
ー
ド
付
　

(
5
年
使
用
)
1

万
円
/
海
宝

　
a
0
0
9
2

▽
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
(
5

年
)

価
格
応
談
/
戸
畑

　
M
3
0

★
連
絡
等
は
、
当
s

者
間
で
/
　

交
換
済
み
の
場
合
は
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
こ
の
欄
へ
の
申
し
込
み
、
問

い
合
わ
せ
は
、
消
費
者
セ
ン
タ

ー
(

　
鰰
5
3
8
5
)

へ
。

あ
だ
ち
の
風
景
「
千
住
河
原
町
稲
荷
神

社
の
こ
ま
犬
」

千
舜
小
学
校
6
年

小
野
寺
賢
香
さ
ん
の
作
品
(
水
彩
一
)

ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
一
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。

【
投
稿
熕
程

】

サ
ー
ク
ル
情
報
、
催
し
も
の
な
ど
の
案
内

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
/
営
利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
、

投
稿
内
容
が
不
備
の
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
先
着
順
/
1

団
体
―
事
業
と
し
て
3

ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
橘
は

手
短
か
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、

費
用
(
金
額
・
使
途
)
、
電
話
連
絡
先
(
屋
)
を
明
記
し
て

、

郵
送
ま
た
は
持
参
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/

掲
歉
後
の
麦

任
は
負
い
ま
せ
ん
/
締
切
り
は
、
発
行
日
1

ヵ
月
前

投
稿
先

本
庁
舎
・
広
報
課
(
〒
a
千
住
―
-
4
1
1
8
)

=
催
し
物
=

☆
世
界
の
版
画
展
毎
週
月
・

木
・
金
・
土
曜
日

、
午
前
1
0時
I

午
後
5
時
/
レ
ン
タ
ル
ア
ー

ト
東
武
(
西
新
#
1
1
1
4
-
7
)
/

無
料
/
マ
芹
川

　
刪
5
0

☆
演
奏
会
(
篠
原
愛
子
バ
イ
オ

リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
)

月
2
5

日
(
金
)
、
午
後
7
時
/
竹
の
塚

セ
ン
タ
ー
/
ヘ
ン
デ
ル
の
ソ
ナ

タ
4
番
ほ
か
/
千
2
0
0円/
▽
榛

原
　
s
5
5
8
3

☆
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
習
会
　

1
2
月
1
2
日
、午
後
1
時
～
4

睥
、1
2
月
1
5
日
、午
後
6
時
～

9
時
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/
各
2
0

人
、
お
子
様
連
れ
可
/
2

千
迦

円
(
材
料
費
)
/

希
望
者
り一
月
7

日
ま
で
/

▽
小
圷

　
朏
4

=
募
集
=

☆
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
(
卜
―
夕

ス
)
毎
週
木
曜
日
、午
前
1
0

時
～
午
後
1
時
/
▽
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
1
/
中
級
者
/
入

会
金
3
千
円
、
月
額
3
千
円
/

▽
大
久
保

　
8
8
6
8
1
0
6

☆
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
会

五
反
野
小
学
校
ま
た
は
千
寿

小
学
校
に
通
え
る
小
学
生
(
3

年
1
6
年
)
/
男
女
不
問
/
月

額
千
沺
円
/
▽
宮
本

　
靦
3
8
5
7
(

夜
間
)

☆
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室
隔

週
土
隍
日
(
月
2
回
)
、
午
後
1

時
～
4

時
/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

手
作
り
盆
栽
、
押
絵
、
ブ
ー

ケ
ア
レ
ン
ジ
な
ど
/
月
額
2
千
5
0
0

円

、
雑
費
3
千
円
(

半
年
前

納
)
、材
料
費
別
/
▽
若
松

　
8
8
2
6
1
3
4

☆
ジ
ャ
ズ
&
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
　

(
ぱ
せ
り
)

土
曜
日

、
午
後
7

時
～
8

時
3
0分
/

伊
興
セ
ン

タ
ー
/
基
礎
練
習
か
ら
各
ス
テ

ッ
プ
ま
で
/
入
会
金
2
千
円

、

月
額
3
千
円
/
▽
甲
斐

　
跏
6
6
7
4
(

夜
間
)

☆
空
手
道
教
室
(
望
楠
会
)

毎
週
日
曜
日
、午
前
1
0
時
～
1
2

時
/
梅
田
セ
ン
タ
ー
/
初
心
者

歓
迎
/
入
会
金
3
千
円

、
月
額
3

千
5
0
0円/
▽
土
橋

　
8
8
7
8
2
5
9
(

夜
間
)

足

立

区

消

費

者

展

こ
れ
で
い
い
の
?

足
立
の
消
費
者

足
立
区
と
足
立
区
消
費
者
友
の

会
と
の
共
催
に
よ
り
「
足
立
区
消

費
者
展
」
を
閲
催
し
ま
す
。

私
た
ち
の
日
々
の
く
ら
し
を
、

「
こ
れ
で
い
い
の
9
・
I
と
見
つ
め

直
し

、
消
費
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

だ
く
た
め
、
パ
ネ
ル
や
実
物
展
示

を
し
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
来
一
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

日
時
H

月
2
5日
、午
前
狛一時
～

午
後
4
時
H

月
2
6日
、午
前

1
0時
～
午
後
2
時

堤
所

消
費
者
セ
ン
タ
ー
(
エ
ル

・
ソ
フ
ィ
ア
内
)

問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン
タ
ー
　

　
貘
5
3
8
5

伊
豆
高
原
・
熱
海
あ
だ
ち
荘

2
月
分
の
利
用
案
内

2
月
分
の
利
用
申
し
込
み
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

(
ガ
キ
は
、1
保
貴
所
、1
グ

ル
ー
プ
(
区
内
在
住
・
在
動
者
の

み
)
、1
枚
に
限
り
ま
す
。

第
4
回
消
費
者

テ
ス
ト
教
室

身
近
な
食
品
テ
ス
ト

年
末
年
始
を
ひ
か
え
、
食
べ
物

の
塩
分
の
取
り
過
ぎ
が
心
配
に
な

り
ま
す
。
今
回
の
「
消
費
者
テ
ス

ト
教
室
」で
は
、み
そ
汁
や
タ
ラ

コ
等
の
塩
分
測
定
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
1
2
月
8
・
9
日
の
い
ず
れ

か
1
日
、
午
後
1
時
I
3
時

堝
所

消
費
者
セ
ン
タ
ー
(無
料
)

対
象

区
内
在
住
の
方

定
員

各
日
と
も
2
0人
(先
着
順
)

内
容

み
そ
汁
、
タ
ラ
コ
等
の
塩

分
測
定
、
み
そ
の
熟
度
テ
ス
ト

米
筆
記
具
、エ
ブ
ロ
ン
を
持
参

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン

タ
ー

　
腦
5
3
8
5

工
事
の
お
知
ら
せ

大
橋
公
園
お
よ
び
千
住
大
橋
際

公
衆
便
所
は
、
エ
亊
の
た
め
1
1
月

中
旬
か
ら
来
年
3
月
ま
で
使
用
で

き
ま
せ
ん

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
公

園
課

　
齧
5
2
6
1

中
小
企
業
経
営
者

の
み
な
さ
ん
へ

足
立
区
中
小
企
業
融
資

区
で
は
、中
小
企
業
者
の
た
め

下
表
の
よ
う
な
融
賢
を
金
融
機
関

に
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

年
末
に
必
要
な
資
金
を
利
用
さ

れ
る
方
は
1
1月
3
0日
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
Q

信
用
保
証
料
は

全
額
区
で
負
担
し

ま
す
。

対一

区
内
に
住

所
が
あ
り
、
区

内
で
同
じ
事
業

を
1
年
以
上
営

ん
で
い
る
方

で
、
税
を
乕
納

し
て
い
な
い
方

問
合
せ
先

中
央

本
町
庁
舎
・
融

資
佩

　
禊
5
　
1
9
4
5!立区中小企業融資一覧表

歳 末
たすけあい運動

11月21日～12月28日

だ
れ
も
が
楽
し
い
お
正
月
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
、
東
京
都
共
同
募

金
会

。足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
共
催
に
よ
り
歳
末
た
す
け
あ
い

運
励
を
実
施
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
・
問
合
せ
先

足
立
区
社
会

福
祉
協
鵬
会

　
8
8
8
1
5
5
0

家屋等を新築
された方は
届け出をお忘れなく

住
居
表
示
塵
備
が
す
で
に
済
ん

で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋
等
を
新

築
さ
れ
た
方
は
、住
所
を
定
め
る

た
め
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所
が

決
め
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入
等
の

手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
届
け
出

に
は
、
建
築
確
認
S
一
式
と
印
か

ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
住

居
表
示
佩

　
驥
5
0
3
1

掲
示板

□
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成
・

年
末
調
整
説
明
会

日
時
・
場
所
等
は
、
下
表
の

と
お
り
で
す

。

□
人
権
啓
発
展

世
界
人
権
宣
言
4
0周
年
を
記

念
し
て

「
人
権
啓
発
展

」
を
閲

催
し
ま
す

。

日
程
1
1
‥
月
3
0
日
～
1
2
月
2
日

内
容

▽
映
国
会
(
H
月
3
0日
、

1
2月
1
日
)

▽
人
権
啓
発

資
料
展

場
所
・
問
合
せ
先
東
京
都
産
　

業
労
働
会
館
(
台
東
区
僑
場
　

1
1
1
1
`
り
　
8
7
6
り
`
Q
)
6
　

1
)

□
国
の
進
学
口
ー
ン

対
象

高
校
、
大
学
等
に
進
学

す
る
た
め
の
賢
金
を
必
要
と

さ
れ
る
方

融
資
額
1

進
学
あ
た
り
1
0
0万

円
以
内

還
済
期
聞
5

年
以
内
(
交
通

遺
児
家
庭
・
母
子
家
庭
の
方

は
6
年
以
内
)

利
率

年
5
.
7
%

返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返

済
取
扱
い
期
聞
6
3
詈
(
月
～
6
4
　

年
4
月

問
合
せ
先
国
民
金
融
公
庫
・
　

相
鮫
セ
ン
タ
ー
(
　
‘
m
4
6

4
9
)

ま
た
は
お
近
く
の
支

店
へ

□
1
1
月
は
個
人
事
業
税
第
2
期

分
の
納
期
で
す

8
月
に
送
り
ま
し
た
納
付
書

で

、
お
近
ぐ
の
銀
行
、
信
用
金

曜
、
信
用
組
合
、
農
協
、
郵
便

局
ま
た
は
都
税
事
務
所
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

A
足
立
都
税
事
務
所
V

□
第
6
回
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
募
集

「
ま
ち
づ
く
り
月
間
湯
前
」

の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
み
な

さ
ん
の
C
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

規
格

白
凧
、
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
で
サ
ー
ビ
ス
判
以
上
か
ら

四
ツ
切
ま
で

応
募
方
法

▽
作
品
の
一

に
鼈

名
、
撮
彫
場
所
、
撮
彫
年
月

日
、
作
品
の
意
図
、
氏
名
、

年
齢
、性
別
、

僅
所
、
電
話

番
号
、
職
業

(
学
生
の
場

合
は
、
学
校

名
・
学
年
)
、

応
募
部
門
　

【
一
般
の
部

・
学
生
の
部

(高
校
生
以

下
)
】を
明
記

▽
一
人
向
点

で
も
応
募
可

▽
未
発
表
・
未
に
募
の
作
品

▽
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
応
募
締
切
1
2

月
末
日
(
消
印

有
効
)

発
表
6
4

年
6
月

申
込
・
問
合
せ
先

第
6

回
「
私

の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

」

事
筋
局
(
〒
1
1
3文
京
区
本
框

2
1
1
7
-
1
3
広
和
レ
ジ
デ
ン

ス
咄
日
本
交
通
計
画
協
会
内

8
1
6
1
7
9
1
)

□
昭
和
6
3
年
度
第
3
回
個
人
向

け
融
資

一
般
住
宅
建
設
・
建
充
庄
宅

購
入
・
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
賢
金
。

申
込
期
限

杪一
月
9
日

申
込
書
頒
布
・
受
付
場
所
i
　

宅
金
融
公
推
巣
務
取
扱
店
」

と
表
示
し
た
金
融
機
関
お
よ

び
東
京
住
宅
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

住
宅
金
融
公
應
東

京
支
店

　
S
l
A
1

足立税務暑( 　888- 6241)
畴闌はいずれも午後2 聘- 4 畴

西新井税務署( 　840- 1111)
時間はいずれも午後1時30分～4時30分
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気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

足
立
区
高
齢
者
事
業
団

区民レポーター
人
生
8
0年
時
代
。
自
分
の
老
後
を
い
か
に
過
ご
す

か
が
間
わ
れ
る
現
代
で
す
。
こ
こ
、
足
立
区
高
齢
書
S

集
団
で
は
、
健
康
で
働
く
憲
欲
の
あ
る
高
齢
者
の

方
の
就
業
を
お
世
話
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
竹
の

塚
四
丁
目
に
お
住
ま
い
の
河
村
す
み
子
さ
ん
に
、
事

檗
団
の
内
容
碍
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
相
手
は
、
菊
田
濤
事
務
局
長
で
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
1
0周

年
を
迎
え
ま
し
た

河
村

今
年
は
、
事
業
団
が
誕
生

し
て
1
0
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
す
が
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

。

菊
田

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昭
和
5
3年
に
発
足
以
来
、

事
業
実
績
も
順
調
に
伸
び
な
が

ら
1
0問
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た

。

河
村

高
齢
者
亊
集
団
が
発
足
し

た
い
き
さ
つ
は

、
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
で
す
か

。

菊
田

当
時
、
急
速
に
進
む
高
齢

化
廿
会
の
中
で

、
お
年
寄
り
の

生
き
が
い
対
策
は
、
区
の
重
要

課
題
で
し
た

。そ
こ
で

、区
の
指

導
を
受
け

、
高
齢
者
の
勵
く
場

を
確
保
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で

、
任
意
団
体
と
し
て
発
足
し

ま
し
た

。
昭
和
5
5
年
に
社
団
法

人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

し
て
法
人
の
許
可
を
受
け
、
昭

和
6
1年
に
は
、
法
律
上
の
団
体

に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

河
村

会
員
に
は
だ
れ
で
も
な
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

菊
田
6
0

歳
以
上
の
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方
な
ら
、
ど
な
た

で
も
入
会
で
き
ま
す
。

河
村
1
0

年
の
経
繪
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
か

。

菊
田

発
足
時
は
、
千
図
人
の
会

鹹
で
年
間
6
千
万
円
の
仕
事
だ

っ
た
わ
け
で
す
が
、昨
年
度
は
、

会
員
数
千
6
5
0人
、契
約
金
額
は
、

な
ん
と
4
憶
9
千
万
円
に
も
違
　

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
規
僕
は
　

全
t
一
m
事
集
団
の
中
で
も
最
大
　

規
襖
と
な
っ
て
い
ま
す
。

身
近
な
仕
事

引
き
受
け
ま
す

河
村

大
勢
の
方
か
勳
い
て
い
ま

す
ね
。
と
こ
ろ
で
会
員
の
皆
さ

ん
は
、
ど
ん
な
仕一
を
な
さ
っ

て
い
る
の
で
す
か
。

菊
田

こ
こ
は
、一
企
笑
へ
の
豼

職
を
あ
っ
せ
ん
す
る
場
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
仕
事
は
、
事

集
団
が
請
け
負
い
、会
員
の
皆

さ
ん
に
分
担
し
て
や
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
作

業
所
で
行
う
内
職
の
よ
う
な
唖

作
業
か
ら
會一
・
駐
車
場
の
管

理
、灣
掃
業
務
な
ど
が
あ
り
ま

す
ね
。

河
村

事
業
団
な
ら
で
は
の
ユ
ニ

ー
ク
な
仕
事
は
あ
り
ま
す
か
。

菊
田

基
本
的
に
会
員
の
経
験
と

能
力
を
生
か
し
た
仕
事
の
場
を

考
え
て
い
ま
す
。
ふ
す
ま
の
張

り
替
え
や
大
工
、
嗄
木
の
手
入

れ
、
靴
の
修
理
な
ど
技
術
を
生

か
し
た
仕
一

な
ど
は
、
こ
こ
の

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ま

た
、
学
校
の
先
生
の
O
B

に
よ

る
学
習
指
導
(
お
さ
ら
い
教
室
)

な
ど
は
、
足
立
区
な
ら
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。

河
村

い
ろ
ん
な
仕
事
を
や
っ
て

い
る
ん
で
す
ね
、
個
人
で
も
頼

む
こ
と
は
で
き
る
の
で
す
か
。

菊
田

も
ち
ろ
ん
、
個
人
の
仕
事

で
も
引
き
受
け
ま
す
。家
庭
で

、

ち
ょ
っ
と
困
っ
た
時
な
ど
気
軽

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

地
域
に
欠
か
せ
な
い

事

業

団

に

河
村

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高
齢

化
社
会
が
進
み
、
事
業
団
の
役

創
も
た
い
へ
ん
重
要
な
も
の
と

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
い
か

が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

菊
田
3
0
年
後
に
は
、
4
人
に
I
　

人
が
高
齢
者
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
事
業
団
と

し
て
も
将
来
を
見
越
し
た
運
営

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。現
在
行
っ
て
い
る
業

務
の
5
3
%は
、区
の
発
注
で
す

が
、
今
後
は
、区
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
民

間
の
仕
募
を
一
や
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。さ
ら
に
家
庭

を
対
象
に
し
た
事
業
の
拡
大
を

図
り
、
地
域
に
欠
か
せ
な
い
事

業
団
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

河
村

私
た
ち
の
老
後
が
、
ま
さ

に
高
齢
化
社
会
の
ピ
ー
ク
と
な

る
よ
う
で
す
ね
。
今
後
、
事
業

団
の
ま
す
ま
す
の
充
実
と
発
展

を
期
待
し
ま
す
。

○
足
立
区
高
齢
書
S
業
団
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

吩
2
5
6
1
へ
。

河村 すみ子さん

西保木間高齢者作業所を見学する二人

情

報 コ ー ナ ー
法律相談( 予約制…電話予約可) 区民相談室　*( 882) 1111㈹

【】区役所本吁吉1 階区民相談壟 【】中央本叨庁舎2 陋相談室
相談日は、毎週月・木■ B、午後相談日は、篳月第2・4水● 日、午後　
1畤～4眄1眄～4略

世界人権宣言40周年記念
「 講演と 映画の集い 」
人権ポスター

コンクール表彰式も

区 と教育 委員会では 、世 界人 権宣 言40
周年を 記念し 「講演 と映圃の集い 」

を 閲催し ます。お気 軽においでくだ さ
いg 講演には 、手話 通訳が付き ます) 。
なお、当 日、区内 小中学校児童生 徒

による人 権ポスタ ーコン クールの表 彰
式 も行い ます。
日時12月12日【月】、午後1時30分～　
4時30 分( 開 場午峻1 時3

場 所 竹の雀 社会教育 館( 入場無料)
内 容 　講演 … 7 国際 人権週間に考え

る| 磯村英一氏( 地域改為 対策 協議
会会長)

小学生の部 金賞
千寿第七小学校6 年 吉田知子さん
じ　映画一‥ 「蛍火」
表彫式…第5 回人権ポスターコン

クール入員者
問合せ先 本庁舎・同和対策担当

882- 1111 ㈹

地域指導者養成講座

出会いをつなぐレク
リエーション

青少年の健全育成活勦にたずさわる
指導者の方を対象にしたレクリエーシ
ョン講座です。
また、この講座は日本レク協会指導

者資格取得のための単位記定が行われ
ます。
日眄・内容 右表のとおり
場所 中央本町社会教育館7宿泊は、佐
龠蘿ぶえの丘( 3 回) およびEi立オ
リンピックセンター( 8 回)二

輿用 宿泊研修の実費負担のみ
申込方法 電話または所定の用紙
申込期阻11 月28日

申込・問合せ先 本庁舎・青少年係
882- 1111 ㈹

● 時間; 1、乍僮7畤～9畤。げことI し。第3・嶇は午餓3吽現地羃合|

プラネタリウム
一般投映( 12～2月)

日時 毎週土曜日、午後2 時・3 時
30分( 2 回)
場所 徴育センター
題名 「冬の星座」
内容 すばる( プレアデス星団) に
まつわる神話と冬の星座たち( オ
リオン・おおいぬ・こいぬ座等)
定員172 人( 各回先着順)
費用 じ　15歳以下…無料 に刈6歳以
上…】〔X〕円
問合せ先 教育センター
189 一8801

オリオン大 厦●

社 会福 祉講座

障害者問題を
すべての人の問 題に
日時11月26日( 土) 、午後2時～、1　
時
塲所 心身淳害福祉センター ・。入場
無料)
テーマ' 完全参加と平等への逎」
内容 障宵者が地域で人間としてあ
たりまえに暮らしてゆくための諸
問題について、員体的な事例を通
してわかりやすくお話しします
講師 大野智也氏( 国際障害者年日
本推進協議会広報委員長)

問合せ先 心身障害福祉センター
883- 6171

子供会代表
お よび育成者会議
了・裝会活動をより充実したものに

するため代表者および育虞者会議を
行います。ぜひ、ご参加ください。
日程・会場 区内を4 ブロックに分
けて、下表の日程で閲催します。
寥力n対象 子供会会貝、育成会会貝
内容 分散会形式で情報交換や課題
解決の方法を話し合います

申込方法 所定の用紙で地区少年団
体協議会会長へ

問合せ先 本庁舎・青少年係
*882―1111'。代)

青年講座企画委員募集

いまヤングが求めるホットな講座
のスタッフを募集します。あなたの
若さと膺熱を楽しく意義ある講座の
企画、運宮にぶつけてみませんか。
日時H 月24日( 木)、午後7 時30分
場所 中央本町社会教育館
申込方法 直接会場へ
問合せ先 本庁舎・青少年係
882―l l l Hf 1句

生活教室

おせち料理のつくり方
日時12月6日( 火) 、午前1cJ 呼～正午
対象 区内在住・在動の女性
定員30 人
費用6a 〕円
申込方法 直接窓口または電話( 11　
月25日から受付開始)

申込・問合せ先 東部区民福祉セン
タ一 　1605一7101

お子さんを健やかに
育てるための講演会

日眄12月2日( 金) 、午前1( l 埒～) 1　
時30分

鳩所 西部区民 福祉センタ ー( 入場
無料)

テーマ[ 観だからできること、観　
だからこそできないこと」

講師 窪寺 功氏( 東京都 教齊研究
所 相談部長)

定員80 人( 先屬 順)
申込 ・問 合せ先 西部区民福 祉セン
タ ー 　*897―50】6

お正月　区民スキースクール　もうすぐ本格的なスキーシーズン
です。お 正月を白銀 の世界で 過ごし
てみません か。
日時12月30日夜～】月1日朝・聘亰　
予定{ 5 泊6 日、車中2 泊3

場所 妙高池 の平スキ ー場
t 員80 人{ 先 着||贋}
畸用 　 大 人 … 49, 0( X) 円 　子 供
( 小学 生以下、 保護者同 行のこと
… 44, 000 円
甎昼食、 リフト代は 各自負担。
鄒込先・申 込用紙配 布場所
バム スポーツ{ 北 千住駅 前通り
882 一一一790071 　鈴木薬 局( 檬町

2- 10 　
881- 4882)

問 合せ先 申
込先または
本庁舎・体
齊課 　88　2- 11H

㈹

あだちまちづくりフェスティバル
日時11月23日( 祝) 、午前1( ・寺～午峻　
・1時〔まちつくりシンポジウムは　
午後2時～1時〕

場所 エ ル・ソフ ィア( 梅鳥駅 下車徒
歩3 分5

内容 　まちづくり シンポジ ウム 「さ
わやかな まち足立 を考える 」基調講
洞… 童門 冬二氏 【作家】公開 討論会
… 高 見沢邦郎氏{ 都立大学助 教授}　
ほカゝ 5人
まちつくり 相談 ・北千住CI コー

ナー{ まちづ くり助 成事業、建 築、
税金等につ いて無科 相談を実施}
まちつくり パネ ル展

S・・喫擬店( 堋 外広場)
二・ヽ苗木無料配 布( 梅島 小学校)
' スタン プラリ ーに参加さ れた方i

問合せ先 本庁舎・まちづくり課
882―1111㈹

M. To. T. N. 240, 000


